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神の養いの養い養いい
列王記第一 17:8-16

17:8 すると、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。の養いような主のことばがあった。主のことばがあった。の養いことばがあった。
17:9 「さあ、彼に次のような主のことばがあった。シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養いツァレファテに行き、そこに住め。見よ。に次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。き、彼に次のような主のことばがあった。そこに次のような主のことばがあった。住め。見よ。め。見よ。よ。
わたしはそこの養い一人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養いやもめに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしてじて、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして養いうように次のような主のことばがあった。して

いる。」

17:10 彼に次のような主のことばがあった。はツァレファテに行き、そこに住め。見よ。へ出て行った。その町の門に着くと、ちょ出て行った。その町の門に着くと、ちょて行き、そこに住め。見よ。った。その養い町の門に着くと、ちょの養い門に着くと、ちょに次のような主のことばがあった。着くと、ちょくと、彼に次のような主のことばがあった。ちょ
うどそこに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、を養うようにして拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、い集めている一人のやもめがいた。そこで、めている一人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養いやもめがいた。そこで、彼に次のような主のことばがあった。

エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにしてかけて言った。「水差しにほんの少しの水をった。「水差しにほんの少しの水をしに次のような主のことばがあった。ほんの養い少しの水をしの養い水を養うようにして

持って来て、私に飲ませてください。」って来て、私に飲ませてください。」て、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」に次のような主のことばがあった。飲ませてください。」ませてください。」

17:11 彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っりに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。こうとすると、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして呼んで言っんで言った。「水差しにほんの少しの水をっ
た。「一口のパンも持って来てください。」の養いパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。も持って来て、私に飲ませてください。」って来て、私に飲ませてください。」てください。」

17:12 彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえた。「あな主のことばがあった。たの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私にきておられます。私に飲ませてください。」に次のような主のことばがあった。
は焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺いたパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。はありません。ただ、彼に次のような主のことばがあった。かめの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。一握りの粉と、壺りの養い粉と、壺と、彼に次のような主のことばがあった。壺

の養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。ほんの養い少しの水をしの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本があるだけです。ご覧のとおり、二、三本覧のとおり、二、三本の養いとおり、彼に次のような主のことばがあった。二、彼に次のような主のことばがあった。三本

の養い薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、を養うようにして集めている一人のやもめがいた。そこで、め、彼に次のような主のことばがあった。帰って行って、私と息子のためにそれを調理し、そって行き、そこに住め。見よ。って、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」と息子のためにそれを調理し、その養いために次のような主のことばがあった。それを養うようにして調理し、そし、彼に次のような主のことばがあった。そ

れを養うようにして食べて死のうとしているのです。」べて死のうとしているのです。」の養いうとしているの養いです。」

17:13 エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をった。「恐れてはいけません。行って、あれてはいけません。行き、そこに住め。見よ。って、彼に次のような主のことばがあった。あ
な主のことばがあった。たが言った。「水差しにほんの少しの水をったように次のような主のことばがあった。しな主のことばがあった。さい。しかし、彼に次のような主のことばがあった。まず私のためにそれで小私に飲ませてください。」の養いために次のような主のことばがあった。それで小

さな主のことばがあった。パンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。菓子のためにそれを調理し、そを養うようにして作り、私のところに持って来なさい。その後で、り、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」の養いところに次のような主のことばがあった。持って来て、私に飲ませてください。」って来て、私に飲ませてください。」な主のことばがあった。さい。その養い後で、で、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たとあな主のことばがあった。たの養い子のためにそれを調理し、そどもの養いために次のような主のことばがあった。作り、私のところに持って来なさい。その後で、りな主のことばがあった。さい。

17:14 イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。が、彼に次のような主のことばがあった。こう言った。「水差しにほんの少しの水をわれるからです。『主が地の主のことばがあった。が地のの養い
上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はまで、彼に次のような主のことばがあった。その養いかめの養い粉と、壺は尽きず、その壺の油はきず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。その養い壺の養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本は

な主のことばがあった。くな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。』」

17:15 彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは行き、そこに住め。見よ。って、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いことばの養いとおりに次のような主のことばがあった。した。彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をと彼に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。
および彼女の家族も、長い間それを食べた。彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い家族も、長い間それを食べた。も、彼に次のような主のことばがあった。長い間それを食べた。い間それを食べた。それを養うようにして食べて死のうとしているのです。」べた。

17:16 エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽して言った。「水差しにほんの少しの水をわれた主のことばがあった。の養いことばの養いとおり、彼に次のような主のことばがあった。かめの養い粉と、壺は尽きず、その壺の油は
きず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。壺の養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本はな主のことばがあった。くな主のことばがあった。らな主のことばがあった。かった。

　一、預言者エリヤエリヤ

　イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い国はソロモンの死後南北に分かれ、北ははソロモンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養い死のうとしているのです。」後で、南北に分かれ、北はに次のような主のことばがあった。分かれ、北はかれ、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北はは

「イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の」、彼に次のような主のことばがあった。南は「ユダ」と呼ばれるようになりま」と呼んで言っばれるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りま

した。南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はユダ」と呼ばれるようになりまはソロモンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養い子のためにそれを調理し、そ、彼に次のような主のことばがあった。レハブアムによってに次のような主のことばがあった。よって
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治められましたが、北王国イスラエルはソロモンの家来められましたが、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のはソロモンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養い家来て、私に飲ませてください。」

であったヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をロブアムによってが王とな主のことばがあった。りました。神の養い殿は南王国エは南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はエ

ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のサレムによってに次のような主のことばがあった。ありましたの養いで、彼に次のような主のことばがあった。ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をロブアムによっては、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はの養い

人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分が南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。かな主のことばがあった。いように次のような主のことばがあった。するため、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はに次のような主のことばがあった。自分かれ、北は

たちの養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めや礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めを養うようにして造り、祭司を任命し、祭日を決めり、彼に次のような主のことばがあった。祭司を任命し、祭日を決めを養うようにして任命じて、あなたを養うようにしてし、彼に次のような主のことばがあった。祭日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして決めめ

ました（列王記第一列王記第一 12:31-33）。それは、彼に次のような主のことばがあった。聖書に定められに次のような主のことばがあった。定められめられ

たもの養いではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。勝手に作ったものでした。それで、ヤに次のような主のことばがあった。作り、私のところに持って来なさい。その後で、ったもの養いでした。それで、彼に次のような主のことばがあった。ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を

ロブアムによってからおよそ 70年たってアハブが王になった時にたってアハブが王に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。った時にに次のような主のことばがあった。

は、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分はまことの養い神の養いへ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養い信仰から離れて行から離れて行れて行き、そこに住め。見よ。

き、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の崇拝が国はソロモンの死後南北に分かれ、北は中に一握りの粉と、壺で盛んになっていました。アハブんに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。っていました。アハブ

王はシドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養い王の養い娘イゼベルを妻に迎え、妻イゼベルとイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして妻に迎え、妻イゼベルとに次のような主のことばがあった。迎え、妻イゼベルとえ、彼に次のような主のことばがあった。妻に迎え、妻イゼベルとイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のと

ともに次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の崇拝やアシェラ崇拝を養うようにして盛んになっていました。アハブんに次のような主のことばがあった。したの養いです。

イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のは 450人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養いバアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とと 400人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養いアシェラの養い

預言った。「水差しにほんの少しの水を者とを養うようにして養いっていました。

　まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちの養い多くは、アハブとイゼくは、彼に次のような主のことばがあった。アハブとイゼ

ベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。よって殺されましたが、主は、主の預言者を北王されましたが、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とを養うようにして北に分かれ、北は王

国はソロモンの死後南北に分かれ、北はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。も残しておいてくださいました。そのひしておいてくださいました。その養いひ

とりがエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をでした。預言った。「水差しにほんの少しの水を者とエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い名前が最初に出てが最初に出てに次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょて

くるの養いは、彼に次のような主のことばがあった。列王記第一 17:1です。「ギルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のアデのティシュの養いテに行き、そこに住め。見よ。ィシュ

ベの養い出て行った。その町の門に着くと、ちょの養いテに行き、そこに住め。見よ。ィシュベ人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはアハブに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をった」とあり

ます。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますの養い前が最初に出て触れもなく、突然、エリヤが登場しますれもな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。突然、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが登場しますします

が、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。すでに次のような主のことばがあった。アハブやイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。知られていまられていま

したから、彼に次のような主のことばがあった。それまでも預言った。「水差しにほんの少しの水を者ととして活動していたのでしていたの養いで

しょう。しかし、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はで預言った。「水差しにほんの少しの水を者ととして活動していたのですることは

命じて、あなたを養うようにしてがけでした。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがアハブやイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。知られていまられてい

たといっても、彼に次のような主のことばがあった。それは「お尋ね者」として知られていたね者」として知られていた者と」として知られていまられていた
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の養いで、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがアハブの養い王宮に出向くことは危険きわまに次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょ向くことは危険きわまくことは危険きわまきわま

りな主のことばがあった。いことでした。

　しかし、彼に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を者とは主のことばがあった。な主のことばがあった。る神の養いの養いメッセンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。ジャーですかですか

ら、彼に次のような主のことばがあった。たとえそこがどんな主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。危険きわまな主のことばがあった。場します所を造り、祭司を任命し、祭日を決めでも行き、そこに住め。見よ。かな主のことばがあった。けばな主のことばがあった。

りませんし、彼に次のような主のことばがあった。伝えるべきメッセージが人々に気に入られえるべきメッセーですかジが人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分に次のような主のことばがあった。気に入られに次のような主のことばがあった。入られられ

な主のことばがあった。いもの養いであっても、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽りに次のような主のことばがあった。語らなければなりらな主のことばがあった。ければな主のことばがあった。り

ません。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはその養いことを養うようにして勇敢に、また、忠実に果たに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。忠実に果たに次のような主のことばがあった。果たた

しました。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。どんな主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。暗い時代でも、神の言葉を知い時に代でも、神の言葉を知でも、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして知られていま

らせる預言った。「水差しにほんの少しの水を者とを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えてくださっています。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉は人のやもめに命じて、あなたを養うようにして

を養うようにして生きておられます。私にかします。そして、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よって生きておられます。私にかされた私に飲ませてください。」

たちは、彼に次のような主のことばがあった。他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてに次のような主のことばがあった。それを養うようにして伝えるべきメッセージが人々に気に入られえる小さな主のことばがあった。「預言った。「水差しにほんの少しの水を者と」とな主のことばがあった。っ

て、彼に次のような主のことばがあった。他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして励ますことができるようになるのです。ますことができるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。るの養いです。

　二、エリヤの預言預言

　さて、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い預言った。「水差しにほんの少しの水をはこうです。「私に飲ませてください。」の養い仕えているイえているイ

スラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私にきておられる。私に飲ませてください。」の養いことばに次のような主のことばがあった。よら

な主のことばがあった。ければ、彼に次のような主のことばがあった。ここ二、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時にの養い間それを食べた。は露も雨も降らないであろも雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はも降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。いであろ

う。」（列王記第一列王記第一 17:1）これは、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。従い、アい、彼に次のような主のことばがあった。ア

シェラを養うようにして拝む人々へのチャレンジでした。「バアル」と人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分へ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養いチャレンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。ジでした。「バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の」と

いう名に次のような主のことばがあった。は「主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして」という意味があります。しかし、ほがあります。しかし、彼に次のような主のことばがあった。ほ

んとうに次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。」と呼んで言っばれるべきお方はまことの神だけではまことの養い神の養いだけで

す。かつては、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにして知られていまっていた人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分が、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

を養うようにして捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」て、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして間それを食べた。が作り、私のところに持って来なさい。その後で、り出て行った。その町の門に着くと、ちょした神の養いを養うようにして礼拝し、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして「主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして」

と呼んで言っんで仕えているイえていたの養いです。また、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分は、彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を神の養いアシェ

ラを養うようにしてあらゆる命じて、あなたを養うようにしてあるもの養いの養い母として崇めていました。しとして崇めていました。し

かし、彼に次のような主のことばがあった。あらゆるもの養いに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えておられるお方はまことの神だけではただひ

とり、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私にける、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。です。
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ですからエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは「私に飲ませてください。」の養い仕えているイえているイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

は生きておられます。私にきておられる」と言った。「水差しにほんの少しの水をって、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。この養い生きておられます。私にける、彼に次のような主のことばがあった。ま

ことの養い神の養いを養うようにして信じ、彼に次のような主のことばがあった。この養い神の養いを養うようにして礼拝し、彼に次のような主のことばがあった。この養い神の養いに次のような主のことばがあった。仕えているイえるよう

に次のような主のことばがあった。と呼んで言っび彼女の家族も、長い間それを食べた。かけたの養いです。

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは「二、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時にの養い間それを食べた。は露も雨も降らないであろも雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はも降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。い」と預言った。「水差しにほんの少しの水を

しました。そして、彼に次のような主のことばがあった。その養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉が語らなければなりられた時にから、彼に次のような主のことばがあった。ぴたり

と雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。くな主のことばがあった。りました。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のは農耕の神で、バアの養い神の養いで、彼に次のような主のことばがあった。バア

ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のが雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせ豊作り、私のところに持って来なさい。その後で、を養うようにしてもたらしてくれると信じられてい

ました。ところが、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせるという

雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが、彼に次のような主のことばがあった。ここ二、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時にの養い間それを食べた。降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。いと預言った。「水差しにほんの少しの水をしたの養いです。こ

の養い預言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。地のに次のような主のことばがあった。恵みの雨を注ぎ、豊かな収穫で人を楽しみの養い雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして注ぎ、豊かな収穫で人を楽しぎ、彼に次のような主のことばがあった。豊かな主のことばがあった。収穫で人を楽しで人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして楽しし

ませてくださるの養いは、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

であることを養うようにして示すためのものだったのです。すための養いもの養いだったの養いです。

　聖書に定められは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが語らなければなりった、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私にける、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養いを養うようにして私に飲ませてください。」た

ちに次のような主のことばがあった。教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるえています。神の養いは世界の創造者であり、あらゆるの養い創造り、祭司を任命し、祭日を決め者とであり、彼に次のような主のことばがあった。あらゆる

もの養いに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えたお方はまことの神だけでです。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては被造り、祭司を任命し、祭日を決め物の中でも特別なの養い中に一握りの粉と、壺でも特別なな主のことばがあった。

もの養いとして、彼に次のような主のことばがあった。「神の養いの養いかたち」に次のような主のことばがあった。造り、祭司を任命し、祭日を決められました。神の養いを養うようにして知られていま

り、彼に次のような主のことばがあった。神の養いと心と心を通いあわせることができる者として造と心と心を通いあわせることができる者として造を養うようにして通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽いあわせることができる者ととして造り、祭司を任命し、祭日を決め

られたの養いです。ですから、彼に次のような主のことばがあった。神の養いは人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてに次のような主のことばがあった。信仰から離れて行を養うようにして求め、人は神め、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては神の養い

を養うようにして信じることができるの養いです。神の養いは自らを養うようにして「アブラハムによって

の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。イサクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者の養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をコブの養い神の養い」と呼んで言っび彼女の家族も、長い間それを食べた。、彼に次のような主のことばがあった。神の養いを養うようにして信じる者と

たちと共にいて、その人生を導いてくださいました。イに次のような主のことばがあった。いて、彼に次のような主のことばがあった。その養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして生きておられます。私にを養うようにして導いてくださいました。イいてくださいました。イ

スラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにしてエジプトから救われた神は、イエス・キリスから救われた神は、イエス・キリスわれた神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。イエス・キリス

トから救われた神は、イエス・キリスに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちを養うようにして罪から救ってくださいました。神から救われた神は、イエス・キリスってくださいました。神の養い

は御子のためにそれを調理し、そイエスの養い「父」であり、同時に、御子イエスを信」であり、彼に次のような主のことばがあった。同時にに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。御子のためにそれを調理し、そイエスを養うようにして信

じる者との養い父」であり、同時に、御子イエスを信とな主のことばがあった。ってくださるの養いです。英語らなければなりで「神の養い」と書に定められ
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くとき、彼に次のような主のことばがあった。大文字で始まる “で始まる “まる “God” ” を養うようにして使います。大文字で始います。大文字で始まる “で始まる “

まる言った。「水差しにほんの少しの水を葉は人のやもめに命じて、あなたを養うようにして格を示しますので、これは、私たちがを養うようにして示すためのものだったのです。しますの養いで、彼に次のような主のことばがあった。これは、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちが

「神の養い」という概念を信じているのでなく、「神」というを養うようにして信じているの養いでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。「神の養い」という

お名前が最初に出てを養うようにしてもつ、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本人のやもめに命じて、あなたを養うようにして格を示しますので、これは、私たちがを養うようにして信じていることを養うようにして表していましていま

す。

　韓国はソロモンの死後南北に分かれ、北は語らなければなりでは神の養いは「ハナニムによって」と呼んで言っばれます。「唯一の養い

お方はまことの神だけで」という意味があります。しかし、ほがあるそうですが、彼に次のような主のことばがあった。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は本では神の養いは「八

百万（列王記第一やおよろず私のためにそれで小）の養い神の養い」と言った。「水差しにほんの少しの水をわれます。文字で始まる “通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽りな主のことばがあった。ら

八百万の養いさまざまな主のことばがあった。神の養い々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分が、彼に次のような主のことばがあった。あらゆるところに次のような主のことばがあった。いるとさ

れています。ですから、彼に次のような主のことばがあった。クの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者リスチャンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。が「私に飲ませてください。」は唯一の養い

神の養い、彼に次のような主のことばがあった。唯一の養い救われた神は、イエス・キリスい主のことばがあった。を養うようにして信じています」と言った。「水差しにほんの少しの水をうと、彼に次のような主のことばがあった。「それ

は、彼に次のような主のことばがあった。考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神い。自分かれ、北はの養い心と心を通いあわせることができる者として造が休まるのであれば、どの神まるの養いであれば、彼に次のような主のことばがあった。どの養い神の養い

を養うようにして信じても良いのではないか」と反論されることがあるいの養いではな主のことばがあった。いか」と反論されることがあるされることがある

の養いです。しかし、彼に次のような主のことばがあった。「どの養い神の養いを養うようにして信じようが、彼に次のような主のことばがあった。それで自分かれ、北はの養い

心と心を通いあわせることができる者として造が安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のらかであればそれで良いのではないか」と反論されることがあるい」というの養いは「宗教えています。神は世界の創造者であり、あらゆる」の養い

考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神え方はまことの神だけでであって「信仰から離れて行」ではありません。宗教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるとは、彼に次のような主のことばがあった。

人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分の養い信仰から離れて行心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。基づき、様々な歴史や文化と結びついづき、彼に次のような主のことばがあった。様々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分な主のことばがあった。歴史や文化と結びついや文化と結びついと結びついび彼女の家族も、長い間それを食べた。つい

て、彼に次のような主のことばがあった。それが人のやもめに命じて、あなたを養うようにして間それを食べた。や社会に役立つために作られた制度のこに次のような主のことばがあった。役立つために作られた制度のこつために次のような主のことばがあった。作り、私のところに持って来なさい。その後で、られた制度のこの養いこ

とを養うようにして言った。「水差しにほんの少しの水をいます。ですから宗教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるに次のような主のことばがあった。とっては、彼に次のような主のことばがあった。そこから生きておられます。私にま

れる結びつい果たが同じな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますを養うようにして信じるかはさして問題ではなではな主のことばがあった。

いということに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ります。けれども「信仰から離れて行」は違いまいま

す。信仰から離れて行は神の養いと人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてとの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして格を示しますので、これは、私たちがの養い関係、彼に次のような主のことばがあった。愛と信頼の関係ですと信頼の関係ですの養い関係です

から、彼に次のような主のことばがあった。どの養い神の養いでも良いのではないか」と反論されることがあるいというわけに次のような主のことばがあった。はいきません。私に飲ませてください。」た

ちが皆さんにお勧めしているのは、「キリスト教」といさんに次のような主のことばがあった。お勧めしているのは、「キリスト教」といめしているの養いは、彼に次のような主のことばがあった。「キリストから救われた神は、イエス・キリス教えています。神は世界の創造者であり、あらゆる」とい

う宗教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるに次のような主のことばがあった。加入られすることではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私にけるまことの養い神の養いと救われた神は、イエス・キリス

い主のことばがあった。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスに次のような主のことばがあった。信頼の関係ですし、彼に次のような主のことばがあった。従い、アうことな主のことばがあった。の養いです。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は
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毎の祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近の養い祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りの養い生きておられます。私に活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ご覧のとおり、二、三本との養い礼拝は私に飲ませてください。」たちが神の養いご覧のとおり、二、三本自身に近に次のような主のことばがあった。近

づくために次のような主のことばがあった。あるの養いです。私に飲ませてください。」たちは礼拝を養うようにしてたんな主のことばがあった。る宗教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるの養い

集めている一人のやもめがいた。そこで、まりで終わらせたくはありません。ここで、生ける神わらせたくはありません。ここで、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私にける神の養い

に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょ会に役立つために作られた制度のこう場しますに次のような主のことばがあった。したいと願っています。っています。

　三、神の養いの預言養いい

　イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い地の方はまことの神だけでに次のような主のことばがあった。旱魃が襲い、飢饉がやってきましが襲い、飢饉がやってきましい、彼に次のような主のことばがあった。飢饉がやってきましがやってきまし

た。それで主のことばがあった。はエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにしてケリテに行き、そこに住め。見よ。川のほとりに導きましの養いほとりに次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イきまし

た。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはその養い川のほとりに導きましの養い水を養うようにして飲ませてください。」んで渇きを癒やしました。きを養うようにして癒やしました。やしました。

また、彼に次のような主のことばがあった。朝と夕には、カラスがどこからかパンをくわえてと夕には、カラスがどこからかパンをくわえてに次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。カラスがどこからかパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。を養うようにしてくわえて

きてはエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いいるところに次のような主のことばがあった。置き、肉も運んできましき、彼に次のような主のことばがあった。肉も運んできましも運んできましんできまし

た。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはカラスが運んできましぶパンと肉を食べて、飢えをしパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。と肉も運んできましを養うようにして食べて死のうとしているのです。」べて、彼に次のような主のことばがあった。飢えを養うようにしてし

の養いぎました。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにして信じる者とを養うようにして不思議な仕方で守な主のことばがあった。仕えているイ方はまことの神だけでで守

り、彼に次のような主のことばがあった。養いってくださるの養いです。多くは、アハブとイゼくの養い信仰から離れて行者とが、彼に次のような主のことばがあった。大変困っっ

ている時にに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。思いがけな主のことばがあった。い方はまことの神だけで法で神の助けを頂いた体験で神の養いの養い助けを頂いた体験けを養うようにして頂いた体験いた体験

を養うようにして持って来て、私に飲ませてください。」っています。ある宣教えています。神は世界の創造者であり、あらゆる師が本国からのサポートが届が本国はソロモンの死後南北に分かれ、北はからの養いサポーですかトから救われた神は、イエス・キリスが届

かな主のことばがあった。くて困っっていたとき、彼に次のような主のことばがあった。思いがけな主のことばがあった。い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてからの養い援助けを頂いた体験が

あって、彼に次のような主のことばがあった。必要が満たされました。そのときその宣教師はが満たされました。そのときその宣教師はたされました。その養いときその養い宣教えています。神は世界の創造者であり、あらゆる師が本国からのサポートが届は

「エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いカラスが私に飲ませてください。」を養うようにして助けを頂いた体験けてくれました」と話していしてい

ました。皆さんにお勧めしているのは、「キリスト教」といさんも同じような主のことばがあった。経験があると思います。

　やがてケリテに行き、そこに住め。見よ。川のほとりに導きましも枯れると、主は、エリヤをシドンのれると、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにしてシドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養い

ツァレファテに行き、そこに住め。見よ。という町の門に着くと、ちょに次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イきました。シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。と言った。「水差しにほんの少しの水をえばイ

ゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い故郷です。アハブとイゼベルの罪によって生じです。アハブとイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い罪から救ってくださいました。神に次のような主のことばがあった。よって生きておられます。私にじ

た旱魃が襲い、飢饉がやってきましと飢饉がやってきましは、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のだけでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い故

郷です。アハブとイゼベルの罪によって生じを養うようにしても苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましめたの養いです。その養い町の門に着くと、ちょに次のような主のことばがあった。ひとりの養いやもめがいま

した。この養いやもめに次のような主のことばがあった。は小さな主のことばがあった。男の子がいましたが、食べの養い子のためにそれを調理し、そがいましたが、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」べ

物の中でも特別なが尽きず、その壺の油はきてしまい、彼に次のような主のことばがあった。かめの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。は一握りの粉と、壺りの養い粉と、壺、彼に次のような主のことばがあった。つぼに次のような主のことばがあった。は
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少しの水をしの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本しか残しておいてくださいました。そのひっていませんでした。それで、彼に次のような主のことばがあった。この養いやも

めは最後で、に次のような主のことばがあった。残しておいてくださいました。そのひった粉と、壺と油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本でパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。を養うようにして焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺いて食べて死のうとしているのです。」べたな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。息

子のためにそれを調理し、そとふたりで死のうとしているのです。」の養いうとしていたの養いです。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはその養いや

もめに次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。が地のの養い上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はまでは、彼に次のような主のことばがあった。その養いかめ

の養い粉と、壺は尽きず、その壺の油はきず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。その養いつぼの養い油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本はな主のことばがあった。くな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い」と告げまげま

した。やもめはそれを養うようにして信じて、彼に次のような主のことばがあった。まず私のためにそれで小エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いために次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。

に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はと息子のためにそれを調理し、その養いために次のような主のことばがあった。パンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。を養うようにして焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺きました。すると、彼に次のような主のことばがあった。空っっ

ぽに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ったはず私のためにそれで小の養いかめに次のような主のことばがあった。粉と、壺がいっぱいに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。っており、彼に次のような主のことばがあった。つ

ぼに次のような主のことばがあった。も油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本がその養い口のパンも持って来てください。」まで満たされました。そのときその宣教師はたされているの養いです。それは再

び彼女の家族も、長い間それを食べた。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はるまで続きました。こうして、やもめと息子はきました。こうして、彼に次のような主のことばがあった。やもめと息子のためにそれを調理し、そは

救われた神は、イエス・キリスわれ、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはこの養いやもめが作り、私のところに持って来なさい。その後で、ったもの養いを養うようにして食べて死のうとしているのです。」べ、彼に次のような主のことばがあった。養いわ

れたの養いです。この養い世界の創造者であり、あらゆるを養うようにして無から造られた全能の神にとっから造り、祭司を任命し、祭日を決められた全能の神にとっの養い神の養いに次のような主のことばがあった。とっ

て、彼に次のような主のことばがあった。空っっぽの養いかめに次のような主のことばがあった。粉と、壺を養うようにして満たされました。そのときその宣教師はたし、彼に次のような主のことばがあった。つぼに次のような主のことばがあった。油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本を養うようにして満たされました。そのときその宣教師はたすこと

はたやすいことでした。神の養いはこの養い奇蹟によって、神にはに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。神の養いに次のような主のことばがあった。は

不可能の神にとっな主のことばがあった。ことはな主のことばがあった。いことを養うようにして表していましてくださいました。

　聖書に定められで「やもめ」や「みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本」は社会に役立つために作られた制度のこ的に最も弱いに次のような主のことばがあった。最も弱いい

立つために作られた制度のこ場しますに次のような主のことばがあった。ある人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして指します。律法には「すべてのやもします。律法で神の助けを頂いた体験に次のような主のことばがあった。は「すべての養いやも

め、彼に次のような主のことばがあった。またはみな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本を養うようにして悩ませてはならない。」（出エジませてはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。」（列王記第一出て行った。その町の門に着くと、ちょエジ

プトから救われた神は、イエス・キリス記 22:22）「在留異国はソロモンの死後南北に分かれ、北は人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてや、彼に次のような主のことばがあった。みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本の養い権利を侵してを養うようにして侵してして

はな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。やもめの養い着くと、ちょ物の中でも特別なを養うようにして質に取ってはならない。…に次のような主のことばがあった。取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っってはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。…

あな主のことばがあった。たが畑で穀物の刈り入れをして、束の一つを畑に置で穀物の中でも特別なの養い刈り入れをして、束の一つを畑に置り入られれを養うようにしてして、彼に次のような主のことばがあった。束の一つを畑に置の養い一つを養うようにして畑で穀物の刈り入れをして、束の一つを畑に置に次のような主のことばがあった。置き、肉も運んできまし

き忘れたときは、それを取りに戻ってはならない。それれたときは、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っりに次のような主のことばがあった。戻ってはならない。それってはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。それ

は、彼に次のような主のことばがあった。在留異国はソロモンの死後南北に分かれ、北は人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてや、彼に次のような主のことばがあった。みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本、彼に次のような主のことばがあった。やもめの養いもの養いとしな主のことばがあった。けれ

ばな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い」（列王記第一申命じて、あなたを養うようにして記 24:17, 19）な主のことばがあった。どと書に定められかれていま

す。律法で神の助けを頂いた体験というと、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますか冷たい規則のように思われがちたい規則のように思われがちの養いように次のような主のことばがあった。思われがち

ですが、彼に次のような主のことばがあった。律法で神の助けを頂いた体験は本来て、私に飲ませてください。」、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い愛と信頼の関係ですの養い配慮の表れなのです。詩の養い表していまれな主のことばがあった。の養いです。詩
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篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住まに次のような主のことばがあった。は「みな主のことばがあった。しご覧のとおり、二、三本の養い父」であり、同時に、御子イエスを信、彼に次のような主のことばがあった。やもめの養いさばき人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては聖な主のことばがあった。る住め。見よ。ま

いに次のような主のことばがあった。おられる神の養い」（列王記第一詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 68:5）とあります。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。その養い

全能の神にとっの養い力によって、また、その深い愛によって、外国のに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。その養い深い愛によって、外国のい愛と信頼の関係ですに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。外国はソロモンの死後南北に分かれ、北はの養い

シドンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養いやもめを養うようにして養いい、彼に次のような主のことばがあった。その養いやもめの養い手に作ったものでした。それで、ヤを養うようにして通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽してエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を

を養うようにして養いってくださったの養いです。

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがカラスに次のような主のことばがあった。よって養いわれたことを養うようにして思い巡らしてらして

いたとき、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」は、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。がヨブに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をわれた言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして思い出て行った。その町の門に着くと、ちょしま

した。「烏の子が神に向かって鳴き叫び、食物がなくての養い子のためにそれを調理し、そが神の養いに次のような主のことばがあった。向くことは危険きわまかって鳴き叫び、食物がなくてき叫び、食物がなくてび彼女の家族も、長い間それを食べた。、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」物の中でも特別ながな主のことばがあった。くて

さまようとき、彼に次のような主のことばがあった。烏の子が神に向かって鳴き叫び、食物がなくてに次のような主のことばがあった。えさを養うようにして備えるのはだれか。」（ヨブえるの養いはだれか。」（列王記第一ヨブ

38:41）もちろん、彼に次のような主のことばがあった。それは神の養いである主のことばがあった。です。詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住まに次のような主のことばがあった。「神の養いは

雲で天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草で天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草を養うようにしておおい、彼に次のような主のことばがあった。地のの養いために次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして備えるのはだれか。」（ヨブえ、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。山々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分に次のような主のことばがあった。草

を養うようにして生きておられます。私にえさせ、彼に次のような主のことばがあった。獣に、また、鳴く烏の子に食物を与えるに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。鳴き叫び、食物がなくてく烏の子が神に向かって鳴き叫び、食物がなくての養い子のためにそれを調理し、そに次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」物の中でも特別なを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人える

方はまことの神だけで」（列王記第一詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 147:8-9）とあります。地のに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせ、彼に次のような主のことばがあった。すべ

て命じて、あなたを養うようにしてあるもの養い、彼に次のような主のことばがあった。空っの養い鳥やカラスさえも養っておられるのやカラスさえも養いっておられるの養い

は主のことばがあった。です。主のことばがあった。はカラスを養うようにして養いい、彼に次のような主のことばがあった。その養いカラスを養うようにして通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽してエリ

ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして養いったの養いです。

　イエスは言った。「水差しにほんの少しの水をわれました。「空っの養い鳥やカラスさえも養っておられるのを養うようにして見よ。な主のことばがあった。さい。種蒔きき

もせず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。刈り入れをして、束の一つを畑に置り入られれもせず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。倉に納めることもしません。に次のような主のことばがあった。納めることもしません。めることもしません。

けれども、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たがたの養い天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草の養い父」であり、同時に、御子イエスを信がこれを養うようにして養いっていてくだ

さるの養いです。あな主のことばがあった。たがたは、彼に次のような主のことばがあった。鳥やカラスさえも養っておられるのよりも、彼に次のような主のことばがあった。もっとすぐれた

もの養いではありませんか。」（列王記第一マタイ 6:26）空っの養い鳥やカラスさえも養っておられるのを養うようにして養いっ

てくださる父」であり、同時に、御子イエスを信な主のことばがあった。る神の養いが、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本自分かれ、北はの養い子のためにそれを調理し、そどもとした信仰から離れて行者とた

ちを養うようにして養いってくださらな主のことばがあった。いはず私のためにそれで小がありません。神の養いへ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養い信仰から離れて行

は、彼に次のような主のことばがあった。決めして、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養い利を侵して益のためにあるのではありませんの養いために次のような主のことばがあった。あるの養いではありません

が、彼に次のような主のことばがあった。神の養いが神の養いに次のような主のことばがあった。頼の関係でする者とに次のような主のことばがあった。報いてくださることは確かなこといてくださることは確かなことかな主のことばがあった。こと

です。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。信頼の関係ですする者とは、彼に次のような主のことばがあった。たとえ困っ難な状況に置かれるな主のことばがあった。状況に置かれるに次のような主のことばがあった。置き、肉も運んできましかれる
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ことがあったとしても、彼に次のような主のことばがあった。そこで行き、そこに住め。見よ。き詰まるような目に遭まるような主のことばがあった。目に遭に次のような主のことばがあった。遭

わせられることはありません。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。信じる者とを養うようにして決めして

お見よ。捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」てに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。らず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。必ず私のためにそれで小必要が満たされました。そのときその宣教師はな主のことばがあった。助けを頂いた体験けを養うようにして送ってくださいまってくださいま

す。

　きょうの養い箇所を造り、祭司を任命し、祭日を決めは、彼に次のような主のことばがあった。今からから 2870年たってアハブが王になった時にも前が最初に出ての養い遠い昔の出来事い昔の出来事の養い出て行った。その町の門に着くと、ちょ来て、私に飲ませてください。」事

ですが、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが仕えているイえた神の養いは今からも生きておられます。私にきておられます。信

仰から離れて行の養い先輩たちは、困難に直面して心を乱して慌てたり、たちは、彼に次のような主のことばがあった。困っ難な状況に置かれるに次のような主のことばがあった。直面して心を乱して慌てたり、して心と心を通いあわせることができる者として造を養うようにして乱して慌てたり、して慌てたり、てたり、彼に次のような主のことばがあった。

もう駄目に遭だとあきらめたりしている人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。「エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い

神の養いはどこに次のような主のことばがあった。おられますか」と言った。「水差しにほんの少しの水をって励ますことができるようになるのです。ましていました。

日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分の養い生きておられます。私に活の養い中に一握りの粉と、壺で主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。信頼の関係ですし、彼に次のような主のことばがあった。「エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」

と共にいて、その人生を導いてくださいました。イに次のような主のことばがあった。おられます」と言った。「水差しにほんの少しの水をうことができる者とでありたいと

思います。「私に飲ませてください。」の養い仕えているイえている神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は生きておられます。私にきておられ

る。」そう言った。「水差しにほんの少しの水をって主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。感謝し、主を賛美する者とさせてし、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにして賛美する者とさせてする者ととさせて

いただきましょう。

　（祈り）り）

　天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草地のの養い造り、祭司を任命し、祭日を決めり主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。全能の神にとっの養い父」であり、同時に、御子イエスを信な主のことばがあった。る神の養いさま。あな主のことばがあった。たは生きておられます。私にける

まことの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。ただひとり、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちが信じ、彼に次のような主のことばがあった。愛と信頼の関係ですし、彼に次のような主のことばがあった。従い、アうこ

との養いできるお方はまことの神だけでです。きょうは、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして信じる者とが、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。よって守られ、彼に次のような主のことばがあった。養いわれることを養うようにして学びました。こび彼女の家族も、長い間それを食べた。ました。こ

の養い週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近も、彼に次のような主のことばがあった。御言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。学びました。こんだことを養うようにして生きておられます。私に活の養い中に一握りの粉と、壺で実に果た践することすること

ができるよう、彼に次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イき、彼に次のような主のことばがあった。助けを頂いた体験けてください。そして、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。た

が、彼に次のような主のことばがあった。御言った。「水差しにほんの少しの水を葉の養い通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽りに次のような主のことばがあった。働いてくださったことを、次の週にいてくださったことを養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。の養い週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近に次のような主のことばがあった。

分かれ、北はかち合うことができるようにしてください。あなたのうことができるように次のような主のことばがあった。してください。あな主のことばがあった。たの養い

御子のためにそれを調理し、そイエスの養いお名前が最初に出てで祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ります。
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神の養いの養い励ますことができるようになるのです。まし
列王記第一 19:1-8

19:1 アハブは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがしたすべての養い事と、彼に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちを養うようにして剣で皆で皆さんにお勧めしているのは、「キリスト教」とい

殺されましたが、主は、主の預言者を北王しに次のような主のことばがあった。したこととを養うようにして残しておいてくださいました。そのひらず私のためにそれで小イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。告げまげた。

19:2 すると、彼に次のような主のことばがあった。イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のは使います。大文字で始者とを養うようにしてエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いところに次のような主のことばがあった。遣わして言ったわして言った。「水差しにほんの少しの水をった。

「もしも私に飲ませてください。」が、彼に次のような主のことばがあった。あすの養い今からご覧のとおり、二、三本ろまでに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養いいの養いちを養うようにしてあの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてた

ちの養いひとりの養いいの養いちの養いように次のような主のことばがあった。しな主のことばがあった。かったな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。神の養い々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分がこの養い私に飲ませてください。」を養うようにして幾

重にも罰せられるように。」に次のような主のことばがあった。も罰せられるように。」せられるように次のような主のことばがあった。。」

19:3 彼に次のような主のことばがあった。は恐れてはいけません。行って、あれて立つために作られた制度のこち、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養いいの養いちを養うようにして救われた神は、イエス・キリスうため立つために作られた制度のこち去った。ユダった。ユダ」と呼ばれるようになりま

の養いベエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の・シェバに次のような主のことばがあった。来て、私に飲ませてください。」たとき、彼に次のような主のことばがあった。若い者をそこに残し、い者とを養うようにしてそこに次のような主のことばがあった。残しておいてくださいました。そのひし、彼に次のような主のことばがあった。

19:4 自分かれ、北はは荒野へ一日の道のりをはいって行った。彼は、えにしへ出て行った。その町の門に着くと、ちょ一日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養い道のりをはいって行った。彼は、えにしの養いりを養うようにしてはいって行き、そこに住め。見よ。った。彼に次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。えに次のような主のことばがあった。し

だの養い木の陰にすわり、自分の死を願って言った。「主よ。もう十の養い陰にすわり、自分の死を願って言った。「主よ。もう十に次のような主のことばがあった。すわり、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養い死のうとしているのです。」を養うようにして願っています。って言った。「水差しにほんの少しの水をった。「主のことばがあった。よ。もう十

分かれ、北はです。私に飲ませてください。」の養いいの養いちを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っってください。私に飲ませてください。」は先祖たちにまさってたちに次のような主のことばがあった。まさって

いませんから。」

19:5 彼に次のような主のことばがあった。がえに次のような主のことばがあった。しだの養い木の陰にすわり、自分の死を願って言った。「主よ。もう十の養い下で横になって眠っていると、ひとりので横になって眠っていると、ひとりのに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。って眠っていると、ひとりのっていると、彼に次のような主のことばがあった。ひとりの養い

御使います。大文字で始いが彼に次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。さわって、彼に次のような主のことばがあった。「起きて、食べなさい。」と言った。きて、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」べな主のことばがあった。さい。」と言った。「水差しにほんの少しの水をった。

19:6 彼に次のような主のことばがあった。は見よ。た。すると、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。の養い頭のところに、焼け石で焼いたパンの養いところに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺け石で焼いたパンで焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺いたパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。

菓子のためにそれを調理し、そ一つと、彼に次のような主のことばがあった。水の養いはいったつぼがあった。彼に次のような主のことばがあった。はそれを養うようにして食べて死のうとしているのです。」べ、彼に次のような主のことばがあった。そし

て飲ませてください。」んで、彼に次のような主のことばがあった。また横になって眠っていると、ひとりのに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。った。

19:7 それから、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い使います。大文字で始いがもう一度のこ戻ってはならない。それって来て、私に飲ませてください。」て、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。さわり、彼に次のような主のことばがあった。

「起きて、食べなさい。」と言った。きて、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」べな主のことばがあった。さい。旅はまだ遠いのだから。」と言った。はまだ遠い昔の出来事いの養いだから。」と言った。「水差しにほんの少しの水をった。

19:8 そこで、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。は起きて、食べなさい。」と言った。きて、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」べ、彼に次のような主のことばがあった。そして飲ませてください。」み、彼に次のような主のことばがあった。この養い食べて死のうとしているのです。」べ物の中でも特別なに次のような主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして

得て、四十日四十夜、歩いて神の山ホレブに着いた。て、彼に次のような主のことばがあった。四十日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は四十夜、彼に次のような主のことばがあった。歩いて神の山ホレブに着いた。いて神の養いの養い山ホレブに次のような主のことばがあった。着くと、ちょいた。

　一、御言葉の力の預言力

　列王記第一 17 章では、北王国イスラエルに雨が降らなでは、彼に次のような主のことばがあった。北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。

くな主のことばがあった。ったことが書に定められかれていました。年たってアハブが王になった時に月が過ぎ、三年目が過ぎ、三年目ぎ、彼に次のような主のことばがあった。三年たってアハブが王になった時に目に遭

に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は再び彼女の家族も、長い間それを食べた。エリアに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をわれました。「アハブに次のような主のことばがあった。会に役立つために作られた制度のこいに次のような主のことばがあった。

行き、そこに住め。見よ。け。わたしはこの養い地のに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせよう。」（列王記第一列王記第

一 18:1）イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。くな主のことばがあった。ったの養いは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を

がアハブ王に次のような主のことばがあった。語らなければなりった神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よってでした。ですから、彼に次のような主のことばがあった。

10



再び彼女の家族も、長い間それを食べた。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。るために次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがもう一度のこア

ハブ王の養い前が最初に出てで神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして語らなければなりる必要が満たされました。そのときその宣教師はがあったの養いです。

　神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉が雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせな主のことばがあった。くもし、彼に次のような主のことばがあった。また雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせもし

ます。この養いことは私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉の養い力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるえてくれま

す。多くは、アハブとイゼくの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分は、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉は人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養い心と心を通いあわせることができる者として造の養い中に一握りの粉と、壺だけで働いてくださったことを、次の週にくの養い

だと考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神えていますが、彼に次のような主のことばがあった。それは大きな主のことばがあった。誤解です。創世記にです。創世記に次のような主のことばがあった。

こうあります。「その養いとき、彼に次のような主のことばがあった。神の養いが『主が地の光よ。あれ。』と仰よ。あれ。』と仰から離れて行

せられた。すると光よ。あれ。』と仰ができた。」（列王記第一創世記 1:3）「神の養いは

『主が地の天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草の養い下で横になって眠っていると、ひとりのの養い水は一所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。集めている一人のやもめがいた。そこで、まれ。かわいた所を造り、祭司を任命し、祭日を決めが現われわれ

よ。』と仰から離れて行せられた。するとその養いように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。った。」（列王記第一創

世記 1:9）神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。その養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。無から造られた全能の神にとっから有を呼び出さを養うようにして呼んで言っび彼女の家族も、長い間それを食べた。出て行った。その町の門に着くと、ちょさ

れ、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして形造り、祭司を任命し、祭日を決められました。そして神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉が、彼に次のような主のことばがあった。目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。

える世界の創造者であり、あらゆるを養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。大宇宙から生物の遺伝子や原子の構成にいから生きておられます。私に物の中でも特別なの養い遺伝えるべきメッセージが人々に気に入られ子のためにそれを調理し、そや原子のためにそれを調理し、その養い構成にいに次のような主のことばがあった。い

たるまでを養うようにして支えているのです。イザヤえているの養いです。イザヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を 55:10-11に次のような主のことばがあった。こう書に定められ

かれています。「雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はや雪が天から降ってもとに戻らず、が天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草から降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はってもとに次のような主のことばがあった。戻ってはならない。それらず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。

必ず私のためにそれで小地のを養うようにして潤し、それに物を生えさせ、芽を出させ、種蒔し、彼に次のような主のことばがあった。それに次のような主のことばがあった。物の中でも特別なを養うようにして生きておられます。私にえさせ、彼に次のような主のことばがあった。芽を出させ、種蒔を養うようにして出て行った。その町の門に着くと、ちょさせ、彼に次のような主のことばがあった。種蒔き

く者とに次のような主のことばがあった。は種を養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人え、彼に次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」べる者とに次のような主のことばがあった。はパンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。を養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人える。その養いよ

うに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。わたしの養い口のパンも持って来てください。」から出て行った。その町の門に着くと、ちょるわたしの養いことばも、彼に次のような主のことばがあった。む人々へのチャレンジでした。「バアル」とな主のことばがあった。しく、彼に次のような主のことばがあった。

わたしの養いところに次のような主のことばがあった。帰って行って、私と息子のためにそれを調理し、そっては来て、私に飲ませてください。」な主のことばがあった。い。必ず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。わたしの養い望むむ人々へのチャレンジでした。「バアル」と

事を養うようにして成にいし遂げ、わたしの言い送った事を成功させる。」げ、彼に次のような主のことばがあった。わたしの養い言った。「水差しにほんの少しの水をい送ってくださいまった事を養うようにして成にい功させる。」させる。」

人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして信じようが信じまいが、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉は力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして

もって世界の創造者であり、あらゆるの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。働いてくださったことを、次の週にいているの養いです。

　神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉は、彼に次のような主のことばがあった。目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。える自然界の創造者であり、あらゆるに次のような主のことばがあった。働いてくださったことを、次の週にいているように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。

目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。い霊的に最も弱いな主のことばがあった。世界の創造者であり、あらゆるに次のような主のことばがあった。も働いてくださったことを、次の週にいています。神の養いは、彼に次のような主のことばがあった。御言った。「水差しにほんの少しの水を

葉に次のような主のことばがあった。よってイエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして信じる者とを養うようにして救われた神は、イエス・キリスい、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い子のためにそれを調理し、そ

どもとして生きておられます。私にまれ変わらせてくださいます。ペテに行き、そこに住め。見よ。ロ第一

1:23〜25はこう言った。「水差しにほんの少しの水をっています。「あな主のことばがあった。たがたが新しく生しく生きておられます。私に
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まれたの養いは、彼に次のような主のことばがあった。朽ちる種からではなく、朽ちない種からでちる種からではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。朽ちる種からではなく、朽ちない種からでちな主のことばがあった。い種からで

あり、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私にける、彼に次のような主のことばがあった。いつまでも変わることの養いな主のことばがあった。い、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養いこと

ばに次のような主のことばがあった。よるの養いです。『主が地の人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてはみな主のことばがあった。草の養いようで、彼に次のような主のことばがあった。その養い栄えは、えは、彼に次のような主のことばがあった。

みな主のことばがあった。草の養い花のようだ。草はしおれ、花は散る。しかし、の養いようだ。草はしおれ、彼に次のような主のことばがあった。花のようだ。草はしおれ、花は散る。しかし、は散る。しかし、る。しかし、彼に次のような主のことばがあった。

主のことばがあった。の養いことばは、彼に次のような主のことばがあった。とこしえに次のような主のことばがあった。変わることがな主のことばがあった。い。』とある

からです。あな主のことばがあった。たがたに次のような主のことばがあった。宣べ伝えるべきメッセージが人々に気に入られえられた福音のことばがの養いことばが

これです。」そして、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い子のためにそれを調理し、そどもたちを養うようにして養いい、彼に次のような主のことばがあった。育てるのてるの養い

も神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉な主のことばがあった。の養いです。ペテに行き、そこに住め。見よ。ロ第一 2:2に次のような主のことばがあった。「生きておられます。私にまれたばかり

の養い乳飲ませてください。」み子のためにそれを調理し、その養いように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。純粋な、みことばの乳を慕い求めな主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。みことばの養い乳を養うようにして慕い求めい求め、人は神め

な主のことばがあった。さい。それに次のような主のことばがあった。よって成にい長い間それを食べた。し、彼に次のような主のことばがあった。救われた神は、イエス・キリスいを養うようにして得て、四十日四十夜、歩いて神の山ホレブに着いた。るためです」と

ある通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽りです。

　神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉が私に飲ませてください。」たちを養うようにして救われた神は、イエス・キリスうの養いはどの養いように次のような主のことばがあった。してでしょう

か。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉が語らなければなりられ、彼に次のような主のことばがあった。それが信仰から離れて行を養うようにしてもって聞かれ、実かれ、彼に次のような主のことばがあった。実に果た

行き、そこに住め。見よ。されることを養うようにして通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽してです。自然や動していたので物の中でも特別なは神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。

従い、アっているの養いに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして最もよく理し、そ解です。創世記にできるはず私のためにそれで小の養い

人のやもめに命じて、あなたを養うようにして間それを食べた。だけが神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。逆らっています。そのため神の言らっています。その養いため神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を

葉が持って来て、私に飲ませてください。」つ力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして体験できな主のことばがあった。いでいるの養いです。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして信

じて、彼に次のような主のことばがあった。それに次のような主のことばがあった。従い、アった人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてたちはみな主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉が実に果た現われする

の養いを養うようにして見よ。てきました。神の養いは真実に果たな主のことばがあった。お方はまことの神だけでです。求め、人は神めるな主のことばがあった。ら与えてくださっています。神の言葉は人

えられる、彼に次のような主のことばがあった。信じるな主のことばがあった。ら救われた神は、イエス・キリスわれる、彼に次のような主のことばがあった。従い、アうな主のことばがあった。ら祝福されると

いう約束の一つを畑に置を養うようにして守ってくださるの養いです。

　二、御言葉の力の預言勝利

　さて、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして携えて再びアハブ王に会いえて再び彼女の家族も、長い間それを食べた。アハブ王に次のような主のことばがあった。会に役立つために作られた制度のこい

ました。アハブ王はエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして見よ。ると「イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして煩わわ

しているの養いはおまえか」と言った。「水差しにほんの少しの水をいました。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはそれに次のような主のことばがあった。

対して、「私ではありません。それはあなたです。あなして、彼に次のような主のことばがあった。「私に飲ませてください。」ではありません。それはあな主のことばがあった。たです。あな主のことばがあった。

たは主のことばがあった。の養い命じて、あなたを養うようにして令を捨て、バアル崇拝をしているではありまを養うようにして捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」て、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の崇拝を養うようにしてしているではありま
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せんか」と答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえました。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。くな主のことばがあった。り、彼に次のような主のことばがあった。旱魃が襲い、飢饉がやってきましや飢饉がやってきまし

が起きて、食べなさい。」と言った。こったの養いは、彼に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。るほど、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よってでし

たが、彼に次のような主のことばがあった。その養い災いを招いたのは、アハブ王とイスラエルのいを養うようにして招いたのは、アハブ王とイスラエルのいたの養いは、彼に次のような主のことばがあった。アハブ王とイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い

人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分の養い罪から救ってくださいました。神でした。

　そこでエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。が神の養いな主のことばがあった。の養いか、彼に次のような主のことばがあった。それともバアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のが神の養い

な主のことばがあった。の養いかを養うようにしてはっきりさせるため、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちとの養い

対して、「私ではありません。それはあなたです。あな決めを養うようにして申し出て行った。その町の門に着くと、ちょました。アハブ王はそれを養うようにして承知られていまし、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして

カルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のメルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の山に次のような主のことばがあった。集めている一人のやもめがいた。そこで、めました。そこに次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養いための養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めと、彼に次のような主のことばがあった。バ

アルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養いための養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めの養い二つを養うようにして造り、祭司を任命し、祭日を決めり、彼に次のような主のことばがあった。それぞれに次のような主のことばがあった。雄牛を一頭を養うようにして一頭のところに、焼け石で焼いたパン

づつ、彼に次のような主のことばがあった。その養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺き尽きず、その壺の油はくすささげもの養いとしてささげる

ことに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りました。ただし、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はたちの養い手に作ったものでした。それで、ヤで薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、に次のような主のことばがあった。火をつを養うようにしてつ

けるの養いではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草から火をつを養うようにしてつけた神の養いがまことの養い

神の養いであるということに次のような主のことばがあった。しました。

　最初に出てに次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養いための養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。犠牲が捧げられました。が捧げられました。げられました。

バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者と四百五十人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてとアシェラの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者と四百人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては

朝と夕には、カラスがどこからかパンをくわえてから真昼まで「バアルよ。私たちに答えてください」まで「バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のよ。私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえてください」

と叫び、食物がなくてび彼女の家族も、長い間それを食べた。ました。しかし答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にはありませんでした。昼まで「バアルよ。私たちに答えてください」を養うようにして過ぎ、三年目ぎ

ると、彼に次のような主のことばがあった。バアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちは、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はたちの養い身に近体を養うようにして傷つけつけ、彼に次のような主のことばがあった。

わざと血を流して興奮し、大声をあげて祭壇の回りを踊を養うようにして流して興奮し、大声をあげて祭壇の回りを踊して興奮し、大声をあげて祭壇の回りを踊し、彼に次のような主のことばがあった。大声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにしてあげて祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めの養い回りを踊りを養うようにして踊

り歩いて神の山ホレブに着いた。きました。しかし、彼に次のような主のことばがあった。祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。は何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますの養い変化と結びついもありません

でした。

　次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが主のことばがあった。の養いための養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めを養うようにして築き、そのまわりに溝き、彼に次のような主のことばがあった。その養いまわりに次のような主のことばがあった。溝

を養うようにして掘りました。祭壇に薪を並べ、犠牲の動物を薪の上にりました。祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、を養うようにして並べ、犠牲の動物を薪の上にべ、彼に次のような主のことばがあった。犠牲が捧げられました。の養い動していたので物の中でも特別なを養うようにして薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、の養い上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。

載せました。そこに四つの大きなかめいっぱいの水をいせました。そこに次のような主のことばがあった。四つの養い大きな主のことばがあった。かめいっぱいの養い水を養うようにしてい

けに次のような主のことばがあった。えや薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、に次のような主のことばがあった。注ぎ、豊かな収穫で人を楽しぎかけました。それを養うようにして三回りを踊くりかえした

の養いで、彼に次のような主のことばがあった。水が祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めから流して興奮し、大声をあげて祭壇の回りを踊れ落ち、溝を満たしました。そしち、彼に次のような主のことばがあった。溝を養うようにして満たされました。そのときその宣教師はたしました。そし

てエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはこう祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りました。「アブラハムによって、彼に次のような主のことばがあった。イサクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者、彼に次のような主のことばがあった。イ
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スラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。よ。あな主のことばがあった。たがイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。おいて神の養いで

あり、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」があな主のことばがあった。たの養いしもべであり、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養いみことばに次のような主のことばがあった。

よって私に飲ませてください。」がこれらの養いすべての養い事を養うようにして行き、そこに住め。見よ。な主のことばがあった。ったということが、彼に次のような主のことばがあった。

きょう、彼に次のような主のことばがあった。明らかになりますように。私に答えてくださいらかに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りますように次のような主のことばがあった。。私に飲ませてください。」に次のような主のことばがあった。答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえてください。

主のことばがあった。よ。私に飲ませてください。」に次のような主のことばがあった。答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえてください。この養い民が、あなたこそ、主が、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たこそ、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

よ、彼に次のような主のことばがあった。神の養いであり、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たが彼に次のような主のことばがあった。らの養い心と心を通いあわせることができる者として造を養うようにして翻してくださることしてくださること

を養うようにして知られていまるように次のような主のことばがあった。してください。」（列王記第一列王記第一 18:36-37）神の養い

はその養い祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りに次のような主のことばがあった。答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえ、彼に次のような主のことばがあった。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草からの養い火をつで、彼に次のような主のことばがあった。水浸しになっているしに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。っている

薪を拾い集めている一人のやもめがいた。そこで、もささげもの養いも焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺き尽きず、その壺の油はくされました。その養い火をつは祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めの養い

石で焼いたパンやちりさえ焼いたパンはありません。ただ、かめの中に一握りの粉と、壺き、彼に次のような主のことばがあった。溝に次のような主のことばがあった。たまっていた水を養うようにしてすべて乾かしかし

ました。これを養うようにして見よ。た人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分は、彼に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。こそ神の養いです。主のことばがあった。こそ神の養い

です」と言った。「水差しにほんの少しの水をって、彼に次のような主のことばがあった。まことの養い神の養いを養うようにして礼拝しました。

　人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分がカルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のメルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の山を養うようにして去った。ユダった後で、も、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはひとり残しておいてくださいました。そのひっ

て祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りました。すると、彼に次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はり出て行った。その町の門に着くと、ちょし、彼に次のような主のことばがあった。やがて大雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はとな主のことばがあった。

りました。主のことばがあった。が「雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はは降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらな主のことばがあった。い」と言った。「水差しにほんの少しの水をわれると雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はは止みみ、彼に次のような主のことばがあった。

主のことばがあった。が「雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はる」と言った。「水差しにほんの少しの水をわれると雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はったの養いです。神の養いの養い

言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。は天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草から火をつを養うようにして下で横になって眠っていると、ひとりのし、彼に次のような主のことばがあった。雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はらせる力によって、また、その深い愛によって、外国のがあるの養いです。

エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはたったひとりで千人のやもめに命じて、あなたを養うようにして近いバアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のとアシェラの養い預

言った。「水差しにほんの少しの水を者とと対して、「私ではありません。それはあなたです。あな決めし、彼に次のような主のことばがあった。勝利を侵してしましたが、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い勝利を侵しては神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を

葉の養い勝利を侵してでした。私に飲ませてください。」たちも、彼に次のような主のことばがあった。様々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分な主のことばがあった。困っ難な状況に置かれるや問題ではなに次のような主のことばがあった。取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり囲

まれたとしても、彼に次のような主のことばがあった。真実に果たな主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして確かなこと信して、彼に次のような主のことばがあった。困っ難な状況に置かれるや問

題ではなに次のような主のことばがあった。立つために作られた制度のこち向くことは危険きわまかうな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉の養い力によって、また、その深い愛によって、外国のに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。そうした

もの養いに次のような主のことばがあった。勝利を侵してしていくことができるの養いです。

　三、御言葉の力の預言励ましまし

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よって大きな主のことばがあった。勝利を侵してを養うようにして収めました。

ところが、彼に次のような主のことばがあった。列王記第一 19 章では、北王国イスラエルに雨が降らなを養うようにして見よ。ると、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは王妃イゼイゼ

ベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれ身に近を養うようにして隠しています。アハブ王さえ恐れなかっしています。アハブ王さえ恐れてはいけません。行って、あれな主のことばがあった。かっ
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たエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれたの養いはどうしたことでしょう

か。アハブ王は合うことができるようにしてください。あなたの意の養い上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はで行き、そこに住め。見よ。ったカルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のメルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の山の養い対して、「私ではありません。それはあなたです。あな決めで負

けたの養いですから、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして保証せざるを得ませんでせざるを養うようにして得て、四十日四十夜、歩いて神の山ホレブに着いた。ませんで

した。そうしな主のことばがあった。ければ人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分の養い信頼の関係ですを養うようにして失い王として国を治い王として国はソロモンの死後南北に分かれ、北はを養うようにして治められましたが、北王国イスラエルはソロモンの家来

めることができません。しかし、彼に次のような主のことばがあった。イゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。はそんな主のことばがあった。気に入られ

持って来て、私に飲ませてください。」ちはありません。自分かれ、北はが養いっていたバアルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のやアシェラ

の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とを養うようにして殺されましたが、主は、主の預言者を北王されたという恨みから、政治のことなど考みから、彼に次のような主のことばがあった。政治められましたが、北王国イスラエルはソロモンの家来の養いことな主のことばがあった。ど考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神

えな主のことばがあった。いで、彼に次のような主のことばがあった。すぐさまエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして殺されましたが、主は、主の預言者を北王そうとしたの養いです。

　そこでエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして離れて行れ、彼に次のような主のことばがあった。南王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はユダ」と呼ばれるようになりま

の養いべエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の・シェバというところまで逃げて来ました。ベげて来て、私に飲ませてください。」ました。ベ

エルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の・シェバはシナイ半島の付け根にあたるところで、の養い付け根にあたるところで、け根にあたるところで、に次のような主のことばがあった。あたるところで、彼に次のような主のことばがあった。

そこから南は荒野へ一日の道のりをはいって行った。彼は、えにしが広がっています。ここまで来ればイがっています。ここまで来て、私に飲ませてください。」ればイ

ゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のといえども手に作ったものでした。それで、ヤを養うようにして伸ばすことはできないでしょう。ばすことはできな主のことばがあった。いでしょう。

しかし、彼に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を者とが自分かれ、北はの養い持って来て、私に飲ませてください。」ち場しますを養うようにして離れて行れてしまったら、彼に次のような主のことばがあった。そ

れは預言った。「水差しにほんの少しの水を者ととしての養い務めを放棄したことになります。エめを養うようにして放棄したことになります。エしたことに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ります。エ

リヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはそれを養うようにして恥じて、「主よ。もう十分です。私のいのじて、彼に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。よ。もう十分かれ、北はです。私に飲ませてください。」の養いいの養い

ちを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っってください」（列王記第一列王記第一 19:4）と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ったの養いで

す。しかし、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。「私に飲ませてください。」の養いいの養いちを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っってください」と

いうエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い願っています。いを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食け入られれませんでした。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。食べて死のうとしているのです。」

べ物の中でも特別なを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人え、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。を養うようにしてシナイ半島の付け根にあたるところで、の養い先端のホレブ山まで導きの養いホレブ山まで導いてくださいました。イき

ました。そこは主のことばがあった。がモーですかセに次のような主のことばがあった。律法で神の助けを頂いた体験を養うようにして授けた場所でした。けた場します所を造り、祭司を任命し、祭日を決めでした。

主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにしてこの養い歴史や文化と結びつい的に最も弱いな主のことばがあった。場します所を造り、祭司を任命し、祭日を決めに次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イき、彼に次のような主のことばがあった。かつてモーですかセ

に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本自分かれ、北はを養うようにして現われされたように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。もご覧のとおり、二、三本自身に近を養うようにして現われわし、彼に次のような主のことばがあった。

御言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えようとされたの養いです。

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはホレブ山に次のような主のことばがあった。着くと、ちょくとほら穴に入って一夜を過ごに次のような主のことばがあった。入られって一夜を養うようにして過ぎ、三年目ご覧のとおり、二、三本

しました。すると主のことばがあった。がエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。呼んで言っび彼女の家族も、長い間それを食べた。かけました。「エリ

ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をよ。ここで何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますを養うようにしてしているの養いか。」エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはそれに次のような主のことばがあった。答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえ
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て言った。「水差しにほんの少しの水をいました。「私に飲ませてください。」は万軍の神、主に、熱心に仕えましの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。仕えているイえまし

た。しかし、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分はあな主のことばがあった。たの養い契約を養うようにして捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」て、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たの養い祭壇や礼拝所を造り、祭司を任命し、祭日を決めを養うようにしてこわし、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちを養うようにして剣で皆で殺されましたが、主は、主の預言者を北王し

ました。ただ私に飲ませてください。」だけが残しておいてくださいました。そのひりましたが、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らは私に飲ませてください。」の養いいの養いち

を養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っろうとね者」として知られていたらっています。」エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは主のことばがあった。の養い前が最初に出てでも泣きき

言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして繰り返しています。エリヤは「主の預言者は私ひとり返しています。エリヤは「主の預言者は私ひとしています。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは「主のことばがあった。の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とは私に飲ませてください。」ひと

りに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ってしまいました」と言った。「水差しにほんの少しの水をいましたが、彼に次のような主のことばがあった。じつは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

は、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。七千人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養い主のことばがあった。を養うようにして信じる人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして残しておいてくださいました。そのひしておか

れ（列王記第一列王記第一 19:18）、彼に次のような主のことばがあった。エリシャを養うようにしてエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い後で、継者ととな主のことばがあった。

るように次のような主のことばがあった。備えるのはだれか。」（ヨブえておられたの養いです。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはあまりの養い失い王として国を治望む、彼に次のような主のことばがあった。

落ち、溝を満たしました。そし胆のためマイナスの面しか見えなかったのです。それの養いためマイナスの養い面して心を乱して慌てたり、しか見よ。えな主のことばがあった。かったの養いです。それ

は、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちも同じだと思います。私に飲ませてください。」たちも困っ難な状況に置かれるや問題ではなに次のような主のことばがあった。

ふりまわされる時に、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。が備えるのはだれか。」（ヨブえておられるプラスの養い面して心を乱して慌てたり、が見よ。

えな主のことばがあった。くな主のことばがあった。り、彼に次のような主のことばがあった。失い王として国を治望むや落ち、溝を満たしました。そし胆のためマイナスの面しか見えなかったのです。それの養いほら穴に入って一夜を過ごに次のような主のことばがあった。閉じこもってしまうじこもってしまう

ことがあります。しかし、彼に次のような主のことばがあった。「外に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょて、彼に次のような主のことばがあった。山の養い上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はで主のことばがあった。の養い前が最初に出て

に次のような主のことばがあった。立つために作られた制度のこて」という声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして聞かれ、実いたエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが、彼に次のような主のことばがあった。そこから一歩いて神の山ホレブに着いた。を養うようにして踏

み出て行った。その町の門に着くと、ちょしたように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちも、彼に次のような主のことばがあった。失い王として国を治望むや落ち、溝を満たしました。そし胆のためマイナスの面しか見えなかったのです。それの養いほら穴に入って一夜を過ごから、彼に次のような主のことばがあった。

主のことばがあった。の養い前が最初に出てに次のような主のことばがあった。進み出たいと思います。み出て行った。その町の門に着くと、ちょたいと思います。

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがほら穴に入って一夜を過ごの養い入られり口のパンも持って来てください。」に次のような主のことばがあった。近づくと、彼に次のような主のことばがあった。激しい風が山々しい風が山々が山々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分

を養うようにして裂き、岩々を砕きました。風のあとに地震が起こりまき、彼に次のような主のことばがあった。岩々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして砕きました。風のあとに地震が起こりまきました。風が山々の養いあとに次のような主のことばがあった。地の震が起こりまが起きて、食べなさい。」と言った。こりま

した。そして地の震が起こりまの養いあとに次のような主のことばがあった。火をつがありました。しかし、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

は、彼に次のような主のことばがあった。風が山々の養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。地の震が起こりまの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。火をつの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。もおられませ

んでした。大風が山々、彼に次のような主のことばがあった。地の震が起こりま、彼に次のような主のことばがあった。火をつ。これは主のことばがあった。の養い大きな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして表していまし

ます。けれども、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては激しい風が山々しい風が山々や地の震が起こりま、彼に次のような主のことばがあった。また火をつの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。立つために作られた制度のこ

つことはできません。主のことばがあった。が、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本自分かれ、北はの養い力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにしてその養いまま表していまさ

れたな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。誰一人のやもめに命じて、あなたを養うようにして主のことばがあった。の養い前が最初に出てに次のような主のことばがあった。立つために作られた制度のこつことはできな主のことばがあった。いの養いです。

それで、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は火をつの養いあとに次のような主のことばがあった。「静かな声」でエリヤに語りかかな主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を」でエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。語らなければなりりか
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けました。主のことばがあった。はその養い「静かな声」でエリヤに語りかかな主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を」の養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本自分かれ、北はを養うようにして現われさ

れ、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは主のことばがあった。の養い「静かな声」でエリヤに語りかかな主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を」の養い中に一握りの粉と、壺で、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。お会に役立つために作られた制度のこいした

の養いです。

　この養いことは、彼に次のような主のことばがあった。今から日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養い私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。とっても同じだと思いま

す。奇蹟によって、神には的に最も弱いな主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょ来て、私に飲ませてください。」事や神の養いの養い大きな主のことばがあった。御業は、私たちの信仰は、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちの養い信仰から離れて行

の養い目に遭を養うようにして覚まさせ、「主は生きておられる」と感じさせてまさせ、彼に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。は生きておられます。私にきておられる」と感じさせて

くれます。それは必要が満たされました。そのときその宣教師はな主のことばがあった。ことです。しかし、彼に次のような主のことばがあった。それがセンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。

セーですかショナルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のな主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょ来て、私に飲ませてください。」事だけで終わらせたくはありません。ここで、生ける神わってしまうな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。その養い

興奮し、大声をあげて祭壇の回りを踊が去った。ユダってしまった後で、、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますも変わっていな主のことばがあった。い自分かれ、北はを養うようにして発

見よ。してがっかりすることでしょう。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本自分かれ、北はの養い力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして

目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。える形で表していましてくださいますが、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。が私に飲ませてください。」たちと共にいて、その人生を導いてくださいました。イ

に次のような主のことばがあった。いてくださること、彼に次のような主のことばがあった。つまり「臨在」は、彼に次のような主のことばがあった。いつでも、彼に次のような主のことばがあった。

「静かな声」でエリヤに語りかかな主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を」に次のような主のことばがあった。よって示すためのものだったのです。してくださるの養いです。詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 46:10

に次のような主のことばがあった。「静かな声」でエリヤに語りかまって、彼に次のような主のことばがあった。わたしこそ神の養いであることを養うようにして知られていまれ」（列王記第一"Be Be 

still, and”  know that I am God” ."Be ）とある通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽りです。主のことばがあった。の養い静かな声」でエリヤに語りかか

な主のことばがあった。声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして聞かれ、実くため心と心を通いあわせることができる者として造を養うようにして静かな声」でエリヤに語りかめる時に、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちは主のことばがあった。が私に飲ませてください。」たちと共にいて、その人生を導いてくださいました。イ

に次のような主のことばがあった。おられることを養うようにして知られていまります。そこで聞かれ、実く神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よっ

て、彼に次のような主のことばがあった。慰めと励まし、また力を受け、主によって造りかえめと励ますことができるようになるのです。まし、彼に次のような主のことばがあった。また力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食け、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。よって造り、祭司を任命し、祭日を決めりかえ

られていくの養いです。

　主のことばがあった。はエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をわれました。「ハザエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本を養うようにしてそそい

でアラムによっての養い王とし、彼に次のような主のことばがあった。エフーですかに次のような主のことばがあった。油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本を養うようにしてそそいでイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い

王とし、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本を養うようにして注ぎ、豊かな収穫で人を楽しいで、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。代でも、神の言葉を知わる預言った。「水差しにほんの少しの水を者と

とせよ。」（列王記第一15、彼に次のような主のことばがあった。16節）主のことばがあった。はエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。の養い世代でも、神の言葉を知の養い王たち

を養うようにして立つために作られた制度のこて、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。の養い後で、継者ととな主のことばがあった。る預言った。「水差しにほんの少しの水を者とを養うようにして育てるのてるように次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしてじま

した。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養いために次のような主のことばがあった。新しく生しいことを養うようにしてすでに次のような主のことばがあった。始まる “

めておられたの養いです。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは「私に飲ませてください。」の養いいの養いちを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っってく

ださい」と言った。「水差しにほんの少しの水をいましたが、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。は「あな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。はまだしな主のことばがあった。け
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ればな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い使います。大文字で始命じて、あなたを養うようにしてがある」と言った。「水差しにほんの少しの水をって、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。お生きておられます。私にき

て、彼に次のような主のことばがあった。働いてくださったことを、次の週にくことを養うようにして命じて、あなたを養うようにしてじられたの養いです。ホレブの養い山で主のことばがあった。の養い声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を

を養うようにして聞かれ、実いたエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。もう、彼に次のような主のことばがあった。今からまでの養いエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をではありませ

んでした。心と心を通いあわせることができる者として造身に近ともに次のような主のことばがあった。癒やしました。やされ、彼に次のような主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のづけられ、彼に次のような主のことばがあった。もういち

どイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。遣わして言ったわされて、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者ととしての養い働いてくださったことを、次の週にきを養うようにして

続きました。こうして、やもめと息子はけました。

　私に飲ませてください。」たちもまた、彼に次のような主のことばがあった。さまざまな主のことばがあった。困っ難な状況に置かれるや問題ではなに次のような主のことばがあった。取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり囲まれて、彼に次のような主のことばがあった。

身に近も心と心を通いあわせることができる者として造も疲れ果ててしまうことがあります。そのようなれ果たててしまうことがあります。その養いような主のことばがあった。

時に、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちを養うようにして慰めと励まし、また力を受け、主によって造りかえめ、彼に次のような主のことばがあった。癒やしました。してくれるもの養いは、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉の養い他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっ

ありません。世界の創造者であり、あらゆるを養うようにして創造り、祭司を任命し、祭日を決めし、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして支えているのです。イザヤえている神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉

が、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちを養うようにして励ますことができるようになるのです。まし、彼に次のような主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のづけな主のことばがあった。いわけがありません。私に飲ませてください。」

たちも、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をと同じように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉に次のような主のことばがあった。よって力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食

け、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養い持って来て、私に飲ませてください。」ち場しますへ出て行った。その町の門に着くと、ちょと送ってくださいまり出て行った。その町の門に着くと、ちょされていきたいと思います。

　きょうは、彼に次のような主のことばがあった。詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 119:47〜50の養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉で祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りましょう。

　（祈り）り）

　主のことばがあった。な主のことばがあった。る神の養いさま。私に飲ませてください。」は、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養い仰から離れて行せを養うようにして喜びとします。び彼女の家族も、長い間それを食べた。とします。

それは私に飲ませてください。」の養い愛と信頼の関係ですするもの養いです。私に飲ませてください。」は私に飲ませてください。」の養い愛と信頼の関係ですするあな主のことばがあった。たの養い仰から離れて行

せに次のような主のことばがあった。手に作ったものでした。それで、ヤを養うようにして差しにほんの少しの水をし伸ばすことはできないでしょう。べ、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養いおきてに次のような主のことばがあった。思いを養うようにして潜めましょめましょ

う。どうか、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養いしもべへ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養いみことばを養うようにして思い出て行った。その町の門に着くと、ちょして

ください。あな主のことばがあった。たは私に飲ませてください。」がそれを養うようにして待ち望むようになさいまち望むむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。さいま

した。これこそ悩ませてはならない。」（出エジみの養いときの養い私に飲ませてください。」の養い慰めと励まし、また力を受け、主によって造りかえめ。まことに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。みこ

とばは私に飲ませてください。」を養うようにして生きておられます。私にかします。主のことばがあった。イエスの養い御名で祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ります。

アーですかメンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。。
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神の養いの養い霊
列王記第二 2:6-11

2:6 エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは彼に次のような主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。「ここに次のような主のことばがあった。とどまっていな主のことばがあった。さい。主のことばがあった。が私に飲ませてください。」を養うようにしてヨルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のダ」と呼ばれるようになりま

ンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。へ出て行った。その町の門に着くと、ちょ遣わして言ったわされたから。」と言った。「水差しにほんの少しの水をった。しかし、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。は言った。「水差しにほんの少しの水をった。「主のことばがあった。は

生きておられます。私にきておられ、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養いたましいも生きておられます。私にきています。私に飲ませてください。」は決めしてあ

な主のことばがあった。たから離れて行れません。」こうして、彼に次のような主のことばがあった。ふたりは進み出たいと思います。んで行き、そこに住め。見よ。った。

2:7 預言った。「水差しにほんの少しの水を者との養いともがらの養いうち五十人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが行き、そこに住め。見よ。って、彼に次のような主のことばがあった。遠い昔の出来事く離れて行れて立つために作られた制度のこってい

た。ふたりがヨルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のダ」と呼ばれるようになりまンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。川のほとりに導きましの養いほとりに次のような主のことばがあった。立つために作られた制度のこったとき、彼に次のような主のことばがあった。

2:8 エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは自分かれ、北はの養い外套を取り、それを丸めて水を打った。するとを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして丸めて水を打った。するとめて水を養うようにして打った。するとった。すると、彼に次のような主のことばがあった。

水は両側に分かれた。それでふたりはかわいた土の上を渡った。に次のような主のことばがあった。分かれ、北はかれた。それでふたりはかわいた土の上を渡った。の養い上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はを養うようにして渡った。った。

2:9 渡った。り終わらせたくはありません。ここで、生ける神わると、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはエリシャに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をった。「私に飲ませてください。」はあな主のことばがあった。たの養いた

めに次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますを養うようにしてしようか。私に飲ませてください。」があな主のことばがあった。たの養いところから取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり去った。ユダられる前が最初に出てに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。

求め、人は神めな主のことばがあった。さい。」すると、彼に次のような主のことばがあった。エリシャは、彼に次のような主のことばがあった。「では、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養い霊の養い、彼に次のような主のことばがあった。二

つの養い分かれ、北はけ前が最初に出てが私に飲ませてください。」の養いもの養いに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りますように次のような主のことばがあった。。」と言った。「水差しにほんの少しの水をった。

2:10 エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは言った。「水差しにほんの少しの水をった。「あな主のことばがあった。たはむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とず私のためにそれで小かしい注ぎ、豊かな収穫で人を楽し文を養うようにしてする。しかし、彼に次のような主のことばがあった。

もし、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」があな主のことばがあった。たの養いところから取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり去った。ユダられるとき、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たが私に飲ませてください。」を養うようにして

見よ。ることができれば、彼に次のような主のことばがあった。その養いことがあな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。かな主のことばがあった。えられよう。でき

な主のことばがあった。いな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。そうはな主のことばがあった。らな主のことばがあった。い。」

2:11 こうして、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らがな主のことばがあった。お進み出たいと思います。みな主のことばがあった。がら話していしていると、彼に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。んと、彼に次のような主のことばがあった。一

台の火の戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、の養い火をつの養い戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と火をつの養い馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、とが現われわれ、彼に次のような主のことばがあった。この養いふたりの養い間それを食べた。を養うようにして分かれ、北はけ隔て、て、彼に次のような主のことばがあった。

エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。たつまきに次のような主のことばがあった。乗って天へ上って行った。って天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草へ出て行った。その町の門に着くと、ちょ上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はって行き、そこに住め。見よ。った。

　一、天に昇ったエリヤに昇ったエリヤ昇ったエリヤったエリヤエリヤ

　列王記第一は、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い王、彼に次のような主のことばがあった。アハブの養い死のうとしているのです。」で終わらせたくはありません。ここで、生ける神わっ

ていました。列王記第二は、彼に次のような主のことばがあった。アハブの養い子のためにそれを調理し、そ、彼に次のような主のことばがあった。アハズヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い病

気に入られの養いことから始まる “まっています。アハズヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは病気に入られの養いため、彼に次のような主のことばがあった。

王に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ってたった 2年たってアハブが王になった時にで亡くなりました。アハズヤには男くな主のことばがあった。りました。アハズヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。は男の子がいましたが、食べ

の養い子のためにそれを調理し、そがいな主のことばがあった。かったの養いで、彼に次のような主のことばがあった。アハズヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い兄弟、彼に次のような主のことばがあった。ヨラムによってが王と

な主のことばがあった。りました。

　ヨラムによってが王とな主のことばがあった。って間それを食べた。もな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが世を養うようにして去った。ユダる時にが

やってきました。列王記第二 2:1に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。がエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにしてたつま

きに次のような主のことばがあった。乗って天へ上って行った。せて天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はげられるとき…」とあるように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。エリ
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ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは普通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽の養い仕えているイ方はまことの神だけでで世を養うようにして去った。ユダるの養いではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。「たつまきに次のような主のことばがあった。

乗って天へ上って行った。って天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。あげられ」ました。もちろん、彼に次のような主のことばがあった。それはたつま

きに次のような主のことばがあった。巻き込まれて死ぬということではありません。エリき込まれて死ぬということではありません。エリまれて死のうとしているのです。」ぬということではありません。エリ

ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はげられる時に、彼に次のような主のことばがあった。超自然の養い「火をつの養い戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と火をつの養い馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、」

が現われれていますの養いで、彼に次のような主のことばがあった。この養い「たつまき」も、彼に次のような主のことばがあった。単なる気象な主のことばがあった。る気に入られ象

現われ象ではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。超自然の養いもの養いだったと思われます。エリ

ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは「火をつの養い戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と火をつの養い馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、」に次のような主のことばがあった。乗って天へ上って行った。り、彼に次のような主のことばがあった。たつまきの養いように次のような主のことばがあった。し

て天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。昇っていったのでしょう。普通、人は死んでそのっていったの養いでしょう。普通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては死のうとしているのです。」んでその養い

からだは土の上を渡った。に次のような主のことばがあった。葬られます。天に昇るのではなく、地に下られます。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。昇っていったのでしょう。普通、人は死んでそのるの養いではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。地のに次のような主のことばがあった。下で横になって眠っていると、ひとりの

るの養いです。しかし、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは生きておられます。私にきたまま天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。昇っていったのでしょう。普通、人は死んでそのりました。

これは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い特別なな主のことばがあった。とりはからいで、彼に次のような主のことばがあった。聖書に定められの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして物の中でも特別なでは、彼に次のような主のことばがあった。

他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっに次のような主のことばがあった。エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者だけしか体験していません。

　エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者はアダ」と呼ばれるようになりまムによってから七代でも、神の言葉を知目に遭の養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてで創世記 5 章では、北王国イスラエルに雨が降らなの養いアダ」と呼ばれるようになりまムによっての養い

系図の中に出てきます。アダムの系図にはこう書かれての養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょてきます。アダ」と呼ばれるようになりまムによっての養い系図の中に出てきます。アダムの系図にはこう書かれてに次のような主のことばがあった。はこう書に定められかれて

います。「アダ」と呼ばれるようになりまムによっては全部で九百三十年生きた。こうしてで九百三十年たってアハブが王になった時に生きておられます。私にきた。こうして

彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」んだ。」（列王記第一5節）「セツの養い一生きておられます。私には九百十二年たってアハブが王になった時にであっ

た。こうして彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」んだ。」（列王記第一8節）「エノシュの養い一生きておられます。私には

九百五年たってアハブが王になった時にであった。こうして彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」んだ。」（列王記第一11節）

「ケナンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。の養い一生きておられます。私には九百十年たってアハブが王になった時にであった。こうして彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」ん

だ。」（列王記第一14節）マハラルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い一生きておられます。私には八百九十五年たってアハブが王になった時にで

あった。こうして彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」んだ。」（列王記第一17節）エレデのティシュの養い一生きておられます。私に

は九百六十二年たってアハブが王になった時にであった。こうして彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」んだ。」（列王記第一20

節）古代でも、神の言葉を知の養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分、彼に次のような主のことばがあった。とくに次のような主のことばがあった。ノアの養い洪水以前が最初に出ての養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分は、彼に次のような主のことばがあった。驚くく

ほど長い間それを食べた。寿で、何百年と生きています。しかし、どんなにで、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場します百年たってアハブが王になった時にと生きておられます。私にきています。しかし、彼に次のような主のことばがあった。どんな主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。

長い間それを食べた。生きておられます。私にきしても「こうして彼に次のような主のことばがあった。は死のうとしているのです。」んだ」という言った。「水差しにほんの少しの水を葉で生きておられます。私に涯

が終わらせたくはありません。ここで、生ける神わっています。アダ」と呼ばれるようになりまムによってが罪から救ってくださいました。神を養うようにして犯し、その結果世界にし、彼に次のような主のことばがあった。その養い結びつい果た世界の創造者であり、あらゆるに次のような主のことばがあった。

死のうとしているのです。」が入られってきました。だれひとり、彼に次のような主のことばがあった。この養い死のうとしているのです。」から逃げて来ました。ベれるこ

とができな主のことばがあった。いという厳粛な事実が描かれています。な主のことばがあった。事実に果たが描かれています。かれています。
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　ところがエノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者に次のような主のことばがあった。ついてだけは、彼に次のような主のことばがあった。こう書に定められかれています。

「エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者は六十五年たってアハブが王になった時に生きておられます。私にきて、彼に次のような主のことばがあった。メトから救われた神は、イエス・キリスシェラを養うようにして生きておられます。私にんだ。エノ

クの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者はメトから救われた神は、イエス・キリスシェラを養うようにして生きておられます。私にんで後で、、彼に次のような主のことばがあった。三百年たってアハブが王になった時に、彼に次のような主のことばがあった。神の養いとともに次のような主のことばがあった。歩いて神の山ホレブに着いた。んだ。

そして、彼に次のような主のことばがあった。息子のためにそれを調理し、そ、彼に次のような主のことばがあった。娘イゼベルを妻に迎え、妻イゼベルとたちを養うようにして生きておられます。私にんだ。エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者の養い一生きておられます。私には三百六

十五年たってアハブが王になった時にであった。エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者は神の養いとともに次のような主のことばがあった。歩いて神の山ホレブに着いた。んだ。神の養いが彼に次のような主のことばがあった。を養うようにして

取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っられたの養いで、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。はいな主のことばがあった。くな主のことばがあった。った。」（列王記第一21〜24節）エノ

クの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者もまた世を養うようにして去った。ユダりました。しかし、彼に次のような主のことばがあった。「死のうとしているのです。」んだ」とは言った。「水差しにほんの少しの水をわ

れな主のことばがあった。いで、彼に次のような主のことばがあった。「神の養いが彼に次のような主のことばがあった。を養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っられたの養いで、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。はいな主のことばがあった。くな主のことばがあった。っ

た」と言った。「水差しにほんの少しの水をわれています。ヘブルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の 11:5に次のような主のことばがあった。は「信仰から離れて行に次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。

エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者は死のうとしているのです。」を養うようにして見よ。ることの養いな主のことばがあった。いように次のような主のことばがあった。移されました。神にされました。神の養いに次のような主のことばがあった。

移されました。神にされて、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。くな主のことばがあった。りました。移されました。神にされる前が最初に出てに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。は神の養い

に次のような主のことばがあった。喜びとします。ばれていることが、彼に次のような主のことばがあった。あかしされていました」と書に定められか

れています。「エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者は神の養いとともに次のような主のことばがあった。歩いて神の山ホレブに着いた。んだ」とあります

が、彼に次のような主のことばがあった。その養い生きておられます。私に涯は敬虔な生涯で、エノクは神と共に歩み、な主のことばがあった。生きておられます。私に涯で、彼に次のような主のことばがあった。エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者は神の養いと共にいて、その人生を導いてくださいました。イに次のような主のことばがあった。歩いて神の山ホレブに着いた。み、彼に次のような主のことばがあった。

その養いまま神の養いの養いところに次のような主のことばがあった。引き上げられたのだと思います。き上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はげられたの養いだと思います。

　旧約時に代でも、神の言葉を知に次のような主のことばがあった。は人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては死のうとしているのです。」んでよみに次のような主のことばがあった。下で横になって眠っていると、ひとりのっていくということ

以上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養いことは知られていまらされてはいませんでした。しかし、彼に次のような主のことばがあった。新しく生

約時に代でも、神の言葉を知に次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして生きておられます。私にが死のうとしているのです。」で終わらせたくはありません。ここで、生ける神わるの養いではな主のことばがあった。いこと

が、彼に次のような主のことばがあった。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスの養いよみがえりに次のような主のことばがあった。よって明らかになりますように。私に答えてくださいらかに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。

りました。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスが復活し、彼に次のような主のことばがあった。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。昇っていったのでしょう。普通、人は死んでそのっていか

れたように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして信じる者とも、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリス

の養い復活の養い命じて、あなたを養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。つまり、彼に次のような主のことばがあった。永遠い昔の出来事の養い命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食けて、彼に次のような主のことばがあった。地の上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養い命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして終わらせたくはありません。ここで、生ける神

えた後で、も、彼に次のような主のことばがあった。その養い命じて、あなたを養うようにしてに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草で生きておられます。私にき続きました。こうして、やもめと息子はけるの養いです。そ

して、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスが再び彼女の家族も、長い間それを食べた。来て、私に飲ませてください。」られる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスが復活さ

れたように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちの養いからだも復活します。キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして

信じる者とは死のうとしているのです。」に次のような主のことばがあった。閉じこもってしまうじ込まれて死ぬということではありません。エリめられることはな主のことばがあった。いの養いです。キリ

ストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして信じる者とも、彼に次のような主のことばがあった。生きておられます。私に涯の養い終わらせたくはありません。ここで、生ける神わりに次のような主のことばがあった。死のうとしているのです。」を養うようにして体験します。し

かし、彼に次のような主のことばがあった。それは、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして信じる者とに次のような主のことばがあった。とっては、彼に次のような主のことばがあった。この養い世
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界の創造者であり、あらゆるから次のような主のことばがあった。の養い世界の創造者であり、あらゆるへ出て行った。その町の門に着くと、ちょと進み出たいと思います。んでいく通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽過ぎ、三年目点にすぎないものにに次のような主のことばがあった。すぎな主のことばがあった。いもの養いに次のような主のことばがあった。

な主のことばがあった。の養いです。

　ある牧師が本国からのサポートが届が、彼に次のような主のことばがあった。死のうとしているのです。」に次のような主のことばがあった。対して、「私ではありません。それはあなたです。あなする不安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のを養うようにして持って来て、私に飲ませてください。」っている人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして励ますことができるようになるのです。ます

ために次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。その養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして訪ね、こう話しました。「地上の生涯ね者」として知られていた、彼に次のような主のことばがあった。こう話していしました。「地の上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養い生きておられます。私に涯

を養うようにして終わらせたくはありません。ここで、生ける神えて、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスの養いもとに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。くの養いは、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして信じ

る者とに次のような主のことばがあった。とっては、彼に次のような主のことばがあった。ドアを養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同けて、彼に次のような主のことばがあった。次のような主のことばがあった。の養い部で九百三十年生きた。こうして屋に行くのと同に次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。くの養いと同

じような主のことばがあった。もの養いな主のことばがあった。の養いです。」すると、彼に次のような主のことばがあった。来て、私に飲ませてください。」客の邪魔にならなの養い邪魔にならなに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。らな主のことばがあった。

いように次のような主のことばがあった。と別なの養い部で九百三十年生きた。こうして屋に行くのと同に次のような主のことばがあった。入られれてあった犬が、どのようにしが、彼に次のような主のことばがあった。どの養いように次のような主のことばがあった。し

てか、彼に次のような主のことばがあった。その養い部で九百三十年生きた。こうして屋に行くのと同の養いロックの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者を養うようにして外し、彼に次のような主のことばがあった。ドアを養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同けて、彼に次のような主のことばがあった。その養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして

の養い膝のうえに飛び込んできました。その人は「急に犬がの養いうえに次のような主のことばがあった。飛び込んできました。その人は「急に犬がび彼女の家族も、長い間それを食べた。込まれて死ぬということではありません。エリんできました。その養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては「急に犬がに次のような主のことばがあった。犬が、どのようにしが

飛び込んできました。その人は「急に犬がび彼女の家族も、長い間それを食べた。込まれて死ぬということではありません。エリんできて、彼に次のような主のことばがあった。話していを養うようにして妨げてしまってすみません」とげてしまってすみません」と

言った。「水差しにほんの少しの水をって牧師が本国からのサポートが届に次のような主のことばがあった。詫びしましたが、牧師はこう言いました。び彼女の家族も、長い間それを食べた。しましたが、彼に次のような主のことばがあった。牧師が本国からのサポートが届はこう言った。「水差しにほんの少しの水をいました。

「あな主のことばがあった。たの養い犬が、どのようにしはドアを養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同けたら、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてであるあな主のことばがあった。たがい

るの養いを養うようにして知られていまっていたんですね者」として知られていた。その養いように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして信

じる者とも、彼に次のような主のことばがあった。死のうとしているのです。」というドアの養い向くことは危険きわまこうに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。信じる者との養い主のことばがあった。であ

るイエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスが待ち望むようになさいまっておられることを養うようにして知られていまっている

の養いです。」その養い話していを養うようにして聞かれ、実きいた人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますの養い不安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のもな主のことばがあった。く主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして

の養い膝のうえに飛び込んできました。その人は「急に犬がに次のような主のことばがあった。飛び込んできました。その人は「急に犬がび彼女の家族も、長い間それを食べた。込まれて死ぬということではありません。エリんできた犬が、どのようにしを養うようにして見よ。て、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養いふところに次のような主のことばがあった。飛び込んできました。その人は「急に犬がび彼女の家族も、長い間それを食べた。込まれて死ぬということではありません。エリ

んでいこうという決め心と心を通いあわせることができる者として造ができ、彼に次のような主のことばがあった。平安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり戻ってはならない。それしたそうで

す。

　若い者をそこに残し、い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては、彼に次のような主のことばがあった。「死のうとしているのです。」」や「死のうとしているのです。」後で、の養いこと」な主のことばがあった。どを養うようにしてほとんど考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神

えな主のことばがあった。いかもしれません。しかし、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして生きておられます。私にを養うようにして考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神える時に、彼に次のような主のことばがあった。

それが何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますの養い希望むも、彼に次のような主のことばがあった。保証せざるを得ませんでもな主のことばがあった。い死のうとしているのです。」で終わらせたくはありません。ここで、生ける神わってしまうの養いで

あれば、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては死のうとしているのです。」ぬために次のような主のことばがあった。勉強したり、働いたりしているしたり、彼に次のような主のことばがあった。働いてくださったことを、次の週にいたりしている

ことに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ります。自分かれ、北はの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして生きておられます。私にが、彼に次のような主のことばがあった。そんな主のことばがあった。無から造られた全能の神にとっ意味があります。しかし、ほな主のことばがあった。もの養いで

良いのではないか」と反論されることがあるいという人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては誰もいな主のことばがあった。いでしょう。若い者をそこに残し、い日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養いうちに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。

真剣で皆に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして生きておられます。私にを養うようにして考えが狭い。自分の心が休まるのであれば、どの神えましょう。聖書に定められは、彼に次のような主のことばがあった。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリス

を養うようにして信じ、彼に次のような主のことばがあった。神の養いに次のような主のことばがあった。従い、アうな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。永遠い昔の出来事に次のような主のことばがあった。備えるのはだれか。」（ヨブえ、彼に次のような主のことばがあった。意義ある人生を送ある人のやもめに命じて、あなたを養うようにして生きておられます。私にを養うようにして送ってくださいま
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ることができると約束の一つを畑に置しています。多くは、アハブとイゼくの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。え

る一時に的に最も弱いな主のことばがあった。もの養いを養うようにして求め、人は神めている中に一握りの粉と、壺で、彼に次のような主のことばがあった。目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。い価値ああ

るもの養いを養うようにして求め、人は神めて生きておられます。私にきるの養いは簡単なる気象な主のことばがあった。ことではありません。

けれども、彼に次のような主のことばがあった。永遠い昔の出来事に次のような主のことばがあった。備えるのはだれか。」（ヨブえて生きておられます。私にきる生きておられます。私にき方はまことの神だけでが、彼に次のような主のことばがあった。地の上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養い生きておられます。私に涯を養うようにして

も祝福で満たされました。そのときその宣教師はたすの養いです。エノクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者の養いように次のような主のことばがあった。神の養いと共にいて、その人生を導いてくださいました。イに次のような主のことばがあった。歩いて神の山ホレブに着いた。む人々へのチャレンジでした。「バアル」とこ

とに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いように次のような主のことばがあった。自分かれ、北はに次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人えられた使います。大文字で始命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして果た

たすことに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分に次のような主のことばがあった。神の養いを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれる生きておられます。私にき方はまことの神だけでに次のような主のことばがあった。励ますことができるようになるのです。

む人々へのチャレンジでした。「バアル」とことに次のような主のことばがあった。よって、彼に次のような主のことばがあった。永遠い昔の出来事に次のような主のことばがあった。備えるのはだれか。」（ヨブえることができ、彼に次のような主のことばがあった。それが同時に

に次のような主のことばがあった。地の上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養い生きておられます。私に活の養い祝福とな主のことばがあった。るの養いです。

　二、霊の賜物を求めたエリシャの預言賜物を求めたエリシャを求めたエリシャ求めたエリシャめたエリヤエリシャ

　さて、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはギルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のガルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして出て行った。その町の門に着くと、ちょ発してベテに行き、そこに住め。見よ。ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のへ出て行った。その町の門に着くと、ちょ、彼に次のような主のことばがあった。またベ

テに行き、そこに住め。見よ。ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のからエリコへ出て行った。その町の門に着くと、ちょ向くことは危険きわまかいました。そうした町の門に着くと、ちょ々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を者と

の養い共にいて、その人生を導いてくださいました。イ同体があり、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはその養い指します。律法には「すべてのやも導いてくださいました。イ者ととして、彼に次のような主のことばがあった。世を養うようにして去った。ユダる

前が最初に出てに次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らと会に役立つために作られた制度のこい、彼に次のような主のことばがあった。最後で、の養い指します。律法には「すべてのやも導いてくださいました。イを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えようとしたの養いです。

エリシャは、彼に次のような主のことばがあった。ベテに行き、そこに住め。見よ。ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。エリコに次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。ついて

行き、そこに住め。見よ。きました。エリシャに次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが世を養うようにして去った。ユダる時にが来て、私に飲ませてください。」た

ことが知られていまらされていたからです。

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはエリコからヨルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のダ」と呼ばれるようになりまンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。川のほとりに導きましに次のような主のことばがあった。向くことは危険きわまいました。エリコ

の養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちは遠い昔の出来事くから眺めているだけでしたが、エリめているだけでしたが、彼に次のような主のことばがあった。エリ

シャはエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をから離れて行れず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をがヨルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のダ」と呼ばれるようになりまンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。川のほとりに導きましを養うようにして渡った。ると、彼に次のような主のことばがあった。

エリシャも一緒に渡りました。エリヤは、エリシャとふに次のような主のことばがあった。渡った。りました。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。エリシャとふ

たりきりに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ってはじめて、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。自分かれ、北はが取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり去った。ユダら

れることを養うようにしてはっきり語らなければなりり、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますを養うようにしてしてほしいか

と尋ね者」として知られていたね者」として知られていたました。すると、彼に次のような主のことばがあった。エリシャは「あな主のことばがあった。たの養い霊の養い、彼に次のような主のことばがあった。二

つの養い分かれ、北はけ前が最初に出てが私に飲ませてください。」の養いもの養いに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りますように次のような主のことばがあった。」と言った。「水差しにほんの少しの水をいました。

　「あな主のことばがあった。たの養い霊の養い、彼に次のような主のことばがあった。二つの養い分かれ、北はけ前が最初に出て」というの養いは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を

に次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人えられたもの養いの養い二倍の霊的な力ということです。この養い霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のということです。こ
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れは、彼に次のような主のことばがあった。エリシャがエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。勝るもの養いに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りたいといった

思いから出て行った。その町の門に着くと、ちょた求め、人は神めではありません。おそらくは、彼に次のような主のことばがあった。エリ

シャは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人えられたの養いと同じ霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のだけでは

足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとらな主のことばがあった。い。自分かれ、北はに次のような主のことばがあった。はエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い二倍の霊的な力ということです。この養い霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のが必要が満たされました。そのときその宣教師はだと

感じだからだろうと思われます。私に飲ませてください。」たちが霊的に最も弱いな主のことばがあった。もの養いを養うようにして

求め、人は神めるの養いは、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養い弱いさを養うようにして知られていまるからです。自分かれ、北はに次のような主のことばがあった。は力によって、また、その深い愛によって、外国のが

あると思っている人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては、彼に次のような主のことばがあった。そんな主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い助けを頂いた体験けを養うようにして祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近り

ません。しかし、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はの養い足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとりな主のことばがあった。さを養うようにして知られていまっている人のやもめに命じて、あなたを養うようにしては、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場します

事を養うようにしてするに次のような主のことばがあった。も主のことばがあった。の養い助けを頂いた体験けが必要が満たされました。そのときその宣教師はな主のことばがあった。ことを養うようにして知られていまっていて、彼に次のような主のことばがあった。それ

を養うようにして熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近り求め、人は神めます。そして、彼に次のような主のことばがあった。そういう人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが能の神にとっ力によって、また、その深い愛によって、外国のある

人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてよりももっと力によって、また、その深い愛によって、外国のある働いてくださったことを、次の週にきが出て行った。その町の門に着くと、ちょ来て、私に飲ませてください。」、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。喜びとします。ばれることを養うようにして

行き、そこに住め。見よ。うことができるの養いです。

　また、彼に次のような主のことばがあった。「二つの養い分かれ、北はけ前が最初に出て」に次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。「長い間それを食べた。子のためにそれを調理し、そが受け入れませんでした。エリヤに食ける分かれ、北は」と

いう意味があります。しかし、ほもあります。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のでは、彼に次のような主のことばがあった。親の財産を子どの養い財産を子どを養うようにして子のためにそれを調理し、そど

もが継ぐ時に、彼に次のような主のことばがあった。長い間それを食べた。子のためにそれを調理し、そは、彼に次のような主のことばがあった。他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い兄弟の養い二倍の霊的な力ということです。こを養うようにして継ぐことができ

ました。それは、彼に次のような主のことばがあった。長い間それを食べた。子のためにそれを調理し、その養い特権であり、彼に次のような主のことばがあった。また長い間それを食べた。子のためにそれを調理し、その養い責任で

もありました。親の財産を子どの養い財産を子どを養うようにして多くは、アハブとイゼく受け入れませんでした。エリヤに食けた長い間それを食べた。子のためにそれを調理し、そは、彼に次のような主のことばがあった。他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い兄弟

が困っったときに次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。助けを頂いた体験けてあげな主のことばがあった。ければな主のことばがあった。らな主のことばがあった。いからで

す。エリシャは、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をから、彼に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を者との養い共にいて、その人生を導いてくださいました。イ同体全体の養い指します。律法には「すべてのやも

導いてくださいました。イを養うようにして引き上げられたのだと思います。き継ぎます。その養いために次のような主のことばがあった。は他の人にそれを伝える小さな「預言者」となっの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とに次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人えられ

ているもの養いの養い二倍の霊的な力ということです。この養い霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のが必要が満たされました。そのときその宣教師はだったの養いです。エリ

シャは自分かれ、北はに次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人えられた責任の養い重にも罰せられるように。」さを養うようにして知られていまっていました。

それで、彼に次のような主のことばがあった。霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のの養い「二つの養い分かれ、北はけ前が最初に出て」を養うようにして求め、人は神めたの養いです。

　エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をはエリシャに次のような主のことばがあった。「あな主のことばがあった。たはむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とず私のためにそれで小かしい注ぎ、豊かな収穫で人を楽し文を養うようにしてす

る」（列王記第一10節）言った。「水差しにほんの少しの水をいました。霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のその養いもの養いは、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして間それを食べた。が

与えてくださっています。神の言葉は人えることの養いできるもの養いではな主のことばがあった。いからです。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。

今からまでエリシャと一緒に渡りました。エリヤは、エリシャとふに次のような主のことばがあった。いて、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。指します。律法には「すべてのやも導いてくださいました。イ者ととして

の養い訓練のすべてを与えてきました。しかし、霊的な力その養いすべてを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えてきました。しかし、彼に次のような主のことばがあった。霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のそ
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の養いもの養いは、彼に次のような主のことばがあった。そうしたことだけで与えてくださっています。神の言葉は人えられるもの養いではあり

ません。サンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。デのティシューですかスクの神、ヤコブの神」と呼び、神を信じる者ーですかルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のでは、彼に次のような主のことばがあった。教えています。神は世界の創造者であり、あらゆる師が本国からのサポートが届は子のためにそれを調理し、そどもたちに次のような主のことばがあった。聖

書に定められの養い知られていま識を与え、また、信仰者としての良い手本を示しを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人え、彼に次のような主のことばがあった。また、彼に次のような主のことばがあった。信仰から離れて行者ととしての養い良いのではないか」と反論されることがあるい手に作ったものでした。それで、ヤ本を養うようにして示すためのものだったのです。し

ます。しかし、彼に次のような主のことばがあった。信仰から離れて行を養うようにして持って来て、私に飲ませてください。」ち、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして告げま白するのは、子どするの養いは、彼に次のような主のことばがあった。子のためにそれを調理し、そど

もたちひとりひとりの養い決め心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。かかっています。親の財産を子どから子のためにそれを調理し、そ

に次のような主のことばがあった。信仰から離れて行を養うようにして伝えるべきメッセージが人々に気に入られえる時にもそうです。親の財産を子どは子のためにそれを調理し、そどもの養いために次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近り、彼に次のような主のことばがあった。

信仰から離れて行的に最も弱いな主のことばがあった。感化と結びついを養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えることができますが、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食

け入られれ、彼に次のような主のことばがあった。キリストから救われた神は、イエス・キリスに次のような主のことばがあった。従い、アう最終わらせたくはありません。ここで、生ける神的に最も弱いな主のことばがあった。決め断は、子ども自身がは、彼に次のような主のことばがあった。子のためにそれを調理し、そども自身に近が

しな主のことばがあった。ければな主のことばがあった。らな主のことばがあった。いの養いです。私に飲ませてください。」たちたちは、彼に次のような主のことばがあった。誰かから福

音のことばがを養うようにして聞かれ、実き、彼に次のような主のことばがあった。誰かに次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ってもらって信仰から離れて行に次のような主のことばがあった。導いてくださいました。イかれ、彼に次のような主のことばがあった。誰かか

ら訓練のすべてを与えてきました。しかし、霊的な力そを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食けて成にい長い間それを食べた。してきたの養いです。霊的に最も弱いな主のことばがあった。事柄が伝えが伝えるべきメッセージが人々に気に入られえ

られるために次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが用いられます。けれども、人にはできいられます。けれども、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてに次のような主のことばがあった。はでき

な主のことばがあった。い部で九百三十年生きた。こうして分かれ、北はもあります。神の養いが、彼に次のような主のことばがあった。とりわけ、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い霊、彼に次のような主のことばがあった。聖霊が、彼に次のような主のことばがあった。

直接、彼に次のような主のことばがあった。ひとりひとりに次のような主のことばがあった。働いてくださったことを、次の週にきかけ、彼に次のような主のことばがあった。真理し、そを養うようにして認め、悔い改めめ、彼に次のような主のことばがあった。悔い改めい改めめ、彼に次のような主のことばがあった。

へ出て行った。その町の門に着くと、ちょりくだる心と心を通いあわせることができる者として造へ出て行った。その町の門に着くと、ちょと造り、祭司を任命し、祭日を決めり変えてくださらな主のことばがあった。ければ、彼に次のような主のことばがあった。最終わらせたくはありません。ここで、生ける神的に最も弱い

に次のような主のことばがあった。は霊的に最も弱いな主のことばがあった。もの養いが伝えるべきメッセージが人々に気に入られわらな主のことばがあった。いの養いです。

　エリシャに次のような主のことばがあった。は神の養いからの養い賜物の中でも特別なを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食け取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っる信仰から離れて行の養い備えるのはだれか。」（ヨブえがあ

りました。エリシャは神の養いの養い霊の養い満たされました。そのときその宣教師はたしを養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食けたの養いです。

エリシャが、彼に次のような主のことばがあった。エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして見よ。送ってくださいまったあと、彼に次のような主のことばがあった。もういちどヨルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のダ」と呼ばれるようになりま

ンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。川のほとりに導きましを養うようにして渡った。って帰って行って、私と息子のためにそれを調理し、そってきたとき、彼に次のような主のことばがあった。エリコの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とたちは

「エリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い霊がエリシャの養い上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。とどまっている」（列王記第一15

節）の養いを養うようにして見よ。ることができました。この養い後で、、彼に次のような主のことばがあった。列王記第二

9:10までに次のような主のことばがあった。はエリシャが行き、そこに住め。見よ。った奇蹟によって、神にはが次のような主のことばがあった。々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分と書に定められかれてい

ます。エリシャはエリコの養い町の門に着くと、ちょの養い水質に取ってはならない。…を養うようにして改め善しましたしました

（列王記第一2:19〜22）。ユダ」と呼ばれるようになりまの養い王ヨシャパテに行き、そこに住め。見よ。の養いために次のような主のことばがあった。モアブへ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養い勝

利を侵してを養うようにして預言った。「水差しにほんの少しの水をしました（列王記第一3:4〜27）。家中に一握りの粉と、壺の養いからっぽの養い器すべすべ

てに次のような主のことばがあった。油があるだけです。ご覧のとおり、二、三本を養うようにして満たされました。そのときその宣教師はたし、彼に次のような主のことばがあった。預言った。「水差しにほんの少しの水を者との養い仲間それを食べた。の養い困っ窮を救いましたを養うようにして救われた神は、イエス・キリスいました

（列王記第一4:1〜7）。不妊の女性を癒し、その子を生きかえらせまの養い女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を性を癒し、その子を生きかえらせまを養うようにして癒やしました。し、彼に次のような主のことばがあった。その養い子のためにそれを調理し、そを養うようにして生きておられます。私にきかえらせま
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した（列王記第一4:8〜37）。毒草から毒を養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり除きました（きました（列王記第一4:38〜

41）。わず私のためにそれで小かな主のことばがあった。パンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。で大勢の人を満腹させました（の養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして満たされました。そのときその宣教師は腹させました（させました（列王記第一4:42〜

44）。アラムによっての養い将軍の神、主に、熱心に仕えましの養いらい病を養うようにして癒やしました。しました（列王記第一5 章では、北王国イスラエルに雨が降らな）。エリ

シャはエリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をが行き、そこに住め。見よ。ったよりも多くは、アハブとイゼくの養い奇蹟によって、神にはを養うようにして行き、そこに住め。見よ。っています。

神の養いはエリシャの養い求め、人は神めに次のような主のことばがあった。答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私にえ、彼に次のような主のことばがあった。じつに次のような主のことばがあった。「二倍の霊的な力ということです。この養い霊の養い分かれ、北はけ

前が最初に出て」を養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人えてくださったの養いです。

　聖書に定められは教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるえます。「わたしに次のような主のことばがあった。求め、人は神めよ。わたしは国はソロモンの死後南北に分かれ、北は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして

あな主のことばがあった。たへ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養いゆず私のためにそれで小りとして与えてくださっています。神の言葉は人え、彼に次のような主のことばがあった。地のを養うようにしてその養い果たて果たてまで、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たの養い所を造り、祭司を任命し、祭日を決め有を呼び出さとして与えてくださっています。神の言葉は人える。」（列王記第一詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 2:8）この養い御言った。「水差しにほんの少しの水を葉で

「あな主のことばがあった。た」と言った。「水差しにほんの少しの水をわれているの養いは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。イエス・キリストから救われた神は、イエス・キリスで

す。私に飲ませてください。」たちは毎の祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近、彼に次のような主のことばがあった。さまざまな主のことばがあった。国はソロモンの死後南北に分かれ、北はの養いために次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近っています

が、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」は、彼に次のような主のことばがあった。その養いたび彼女の家族も、長い間それを食べた。に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。そうした国はソロモンの死後南北に分かれ、北は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分が主のことばがあった。の養いもの養いとされ

るように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。それぞれの養い国はソロモンの死後南北に分かれ、北はに次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにして信じ、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。従い、アう者とが増ええ

ますように次のような主のことばがあった。と願っています。っています。国はソロモンの死後南北に分かれ、北は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分が主のことばがあった。の養いもの養いに次のような主のことばがあった。されるの養い

は、彼に次のような主のことばがあった。武力によって、また、その深い愛によって、外国のに次のような主のことばがあった。よってでも、彼に次のような主のことばがあった。経済力によって、また、その深い愛によって、外国のに次のような主のことばがあった。よってでもありません。

聖霊の養い力によって、また、その深い愛によって、外国ので福音のことばがの養い宣教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるがな主のことばがあった。されることです。主のことばがあった。は言った。「水差しにほんの少しの水をわれ

ます。「わたしに次のような主のことばがあった。求め、人は神めよ。」ですから私に飲ませてください。」たちも、彼に次のような主のことばがあった。「国はソロモンの死後南北に分かれ、北は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分

を養うようにして主のことばがあった。の養いもの養いに次のような主のことばがあった。」とするため、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちも国はソロモンの死後南北に分かれ、北は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分の養い宣教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるの養いため

続きました。こうして、やもめと息子はけて祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りたいと思います。

　主のことばがあった。イエスは言った。「水差しにほんの少しの水をわれました。「求め、人は神めな主のことばがあった。さい。そうすれば

与えてくださっています。神の言葉は人えられます。」（列王記第一マタイ 7:7）ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をコブも言った。「水差しにほんの少しの水をっています。

「あな主のことばがあった。たがたの養い中に一握りの粉と、壺に次のような主のことばがあった。知られていま恵みの雨を注ぎ、豊かな収穫で人を楽しの養い欠けた人がいるなら、その人けた人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてがいるな主のことばがあった。ら、彼に次のような主のことばがあった。その養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして

は、彼に次のような主のことばがあった。だれに次のような主のことばがあった。でも惜しげなく、とがめることなくお与えにしげな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。とがめることな主のことばがあった。くお与えてくださっています。神の言葉は人えに次のような主のことばがあった。

な主のことばがあった。る神の養いに次のような主のことばがあった。願っています。いな主のことばがあった。さい。そうすればきっと与えてくださっています。神の言葉は人えられま

す。」（列王記第一ヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をコブ 1:5）足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとらな主のことばがあった。さを養うようにして嘆くのでなく、それが満くの養いでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。それが満たされました。そのときその宣教師は

たされるよう求め、人は神めましょう。主のことばがあった。は私に飲ませてください。」たちの養い足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとらな主のことばがあった。いこと

を養うようにして決めしてお責めに次のような主のことばがあった。はな主のことばがあった。りません。主のことばがあった。を養うようにして信頼の関係ですして求め、人は神めな主のことばがあった。い

ことを養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。お叱りになるのです。りに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。るの養いです。
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　霊的に最も弱いな主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国の、彼に次のような主のことばがあった。聖霊の養い賜物の中でも特別なに次のような主のことばがあった。ついて聖書に定められはこう言った。「水差しにほんの少しの水をっていま

す。「あな主のことばがあった。たがたは、彼に次のような主のことばがあった。よりすぐれた賜物の中でも特別なを養うようにして熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。求め、人は神めな主のことばがあった。

さい。」（列王記第一コリンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。トから救われた神は、イエス・キリス第一 12:31）「あな主のことばがあった。たがたの養いばあいも

同様です。あな主のことばがあった。たがたは御霊の養い賜物の中でも特別なを養うようにして熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。求め、人は神めている

の養いですから、彼に次のような主のことばがあった。教えています。神は世界の創造者であり、あらゆる会に役立つために作られた制度のこの養い徳を高めるために、それが豊かに与を養うようにして高めるために、それが豊かに与めるために次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。それが豊かに次のような主のことばがあった。与えてくださっています。神の言葉は人

えられるよう、彼に次のような主のことばがあった。熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。求め、人は神めな主のことばがあった。さい。」（列王記第一コリンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。トから救われた神は、イエス・キリス第一

14:12）

　信仰から離れて行を養うようにして守り、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして証せざるを得ませんでししていくために次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。聖霊の養い力によって、また、その深い愛によって、外国の

が必要が満たされました。そのときその宣教師はです。自分かれ、北はたちの養い足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとりな主のことばがあった。さを養うようにして覚まさせ、「主は生きておられる」と感じさせてえる時に、彼に次のような主のことばがあった。エリシャ

が求め、人は神めた以上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。霊的に最も弱いな主のことばがあった。もの養いを養うようにして求め、人は神める必要が満たされました。そのときその宣教師はを養うようにして感じます。今から

の養い時に代でも、神の言葉を知が暗い時代でも、神の言葉を知ければ暗い時代でも、神の言葉を知いほど、彼に次のような主のことばがあった。もっと明らかになりますように。私に答えてくださいるい光よ。あれ。』と仰が必要が満たされました。そのときその宣教師はです。

人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分の養い愛と信頼の関係ですが冷たい規則のように思われがちえているな主のことばがあった。らば、彼に次のような主のことばがあった。もっと燃えるような聖霊えるような主のことばがあった。聖霊

の養い愛と信頼の関係ですが必要が満たされました。そのときその宣教師はです。信じられな主のことばがあった。い、彼に次のような主のことばがあった。従い、アいきれな主のことばがあった。いと言った。「水差しにほんの少しの水をって、彼に次のような主のことばがあった。

中に一握りの粉と、壺途半端のホレブ山まで導きな主のことばがあった。ところに次のような主のことばがあった。留まるの養いではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。よ、彼に次のような主のことばがあった。信じる

霊を養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えてください。従い、アう霊を養うようにして与えてくださっています。神の言葉は人えてください」と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近り

求め、人は神める者ととな主のことばがあった。りましょう。

　（祈り）り）

　私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。聖霊を養うようにして賜る主のことばがあった。な主のことばがあった。る神の養いさま。私に飲ませてください。」たちは、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。た

がくださろうとしている聖霊の養い賜物の中でも特別なの養いことを養うようにして忘れたときは、それを取りに戻ってはならない。それれ、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北は

の養い足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとりな主のことばがあった。さや弱いさを養うようにして嘆くのでなく、それが満くことがな主のことばがあった。んと多くは、アハブとイゼいことでしょ

う。霊的に最も弱いな主のことばがあった。こと、彼に次のような主のことばがあった。信仰から離れて行の養いことに次のような主のことばがあった。おいて、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。大胆のためマイナスの面しか見えなかったのです。それに次のような主のことばがあった。

求め、人は神めることができますように次のような主のことばがあった。。より優れたものを熱心にれたもの養いを養うようにして熱心と心を通いあわせることができる者として造に次のような主のことばがあった。

求め、人は神め、彼に次のような主のことばがあった。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はげられるその養い日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はまで、彼に次のような主のことばがあった。聖霊の養い力によって、また、その深い愛によって、外国のに次のような主のことばがあった。よって歩いて神の山ホレブに着いた。

む人々へのチャレンジでした。「バアル」とことができますように次のような主のことばがあった。。主のことばがあった。イエスの養い御名で祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ります。

アーですかメンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。。
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神の養いの養い守り
列王記第二 6:15-19

6:15 神の養いの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養い召使います。大文字で始が、彼に次のような主のことばがあった。朝と夕には、カラスがどこからかパンをくわえて早く起きて、外に出ると、なんと、馬とく起きて、食べなさい。」と言った。きて、彼に次のような主のことばがあった。外に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょると、彼に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。んと、彼に次のような主のことばがあった。馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と

戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、の養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あがその養い町の門に着くと、ちょを養うようにして包囲していた。若い者をそこに残し、い者とがエリシャに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。「あ

あ、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてさま。どうしたらよいの養いでしょう。」と言った。「水差しにほんの少しの水をった。

6:16 すると彼に次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。「恐れてはいけません。行って、あれるな主のことばがあった。。私に飲ませてください。」たちとともに次のような主のことばがあった。いる者とは、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らと
ともに次のような主のことばがあった。いる者とよりも多くは、アハブとイゼいの養いだから。」と言った。「水差しにほんの少しの水をった。

6:17 そして、彼に次のような主のことばがあった。エリシャは祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近って主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。願っています。った。「どうぞ、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。の養い目に遭を養うようにして

開けて、次の部屋に行くのと同いて、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えるように次のような主のことばがあった。してください。」主のことばがあった。がその養い若い者をそこに残し、い者との養い目に遭を養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同

かれたの養いで、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。が見よ。ると、彼に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。んと、彼に次のような主のことばがあった。火をつの養い馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、がエリシャを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っ

り巻き込まれて死ぬということではありません。エリいて山に次のような主のことばがあった。満たされました。そのときその宣教師はちていた。

6:18 アラムによってがエリシャに次のような主のことばがあった。向くことは危険きわまかって下で横になって眠っていると、ひとりのって来て、私に飲ませてください。」たとき、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。は主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近っ

て言った。「水差しにほんの少しの水をった。「どうぞ、彼に次のような主のことばがあった。この養い民が、あなたこそ、主を養うようにして打った。するとって、彼に次のような主のことばがあった。盲目に遭に次のような主のことばがあった。してください。」

そこで主のことばがあった。はエリシャの養いことばの養いとおり、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らを養うようにして打った。するとって、彼に次のような主のことばがあった。盲目に遭に次のような主のことばがあった。さ

れた。

6:19 エリシャは彼に次のような主のことばがあった。らに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をった。「こちらの養い道のりをはいって行った。彼は、えにしでもな主のことばがあった。い。あちらの養い

町の門に着くと、ちょでもな主のことばがあった。い。私に飲ませてください。」に次のような主のことばがあった。ついて来て、私に飲ませてください。」な主のことばがあった。さい。あな主のことばがあった。たがたの養い捜している人のしている人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養い

ところへ出て行った。その町の門に着くと、ちょ連れて行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行き、そこに住め。見よ。ってやろう。」こうして、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らを養うようにしてサマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をへ出て行った。その町の門に着くと、ちょ連れて行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連

れて行き、そこに住め。見よ。った。

　一、主は私たちを守る方（詩篇は私たちを守る方（詩篇私たちを守る方（詩篇たエリヤちを求めたエリシャ守る方（詩篇る方（詩篇方（詩篇 121）

　詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 121は、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い守りを養うようにしてこの養いように次のような主のことばがあった。歌っています。っています。

私に飲ませてください。」は山に次のような主のことばがあった。向くことは危険きわまかって目に遭を養うようにして上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はげる。

私に飲ませてください。」の養い助けを頂いた体験けは、彼に次のような主のことばがあった。どこから来て、私に飲ませてください。」るの養いだろうか。

私に飲ませてください。」の養い助けを頂いた体験けは、彼に次のような主のことばがあった。天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草地のを養うようにして造り、祭司を任命し、祭日を決められた主のことばがあった。から来て、私に飲ませてください。」る。

主のことばがあった。はあな主のことばがあった。たの養い足らない。自分にはエリヤの二倍の霊的な力が必要だとを養うようにしてよろけさせず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たを養うようにして守る方はまことの神だけでは、彼に次のような主のことばがあった。まどろむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とこともな主のことばがあった。い。

見よ。よ。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして守る方はまことの神だけでは、彼に次のような主のことばがあった。

まどろむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とこともな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。眠っていると、ひとりのることもな主のことばがあった。い。

主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして守る方はまことの神だけで。

主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養い右の手をおおう陰。の養い手に作ったものでした。それで、ヤを養うようにしておおう陰にすわり、自分の死を願って言った。「主よ。もう十。

昼まで「バアルよ。私たちに答えてください」も、彼に次のような主のことばがあった。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はが、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして打った。するとつことがな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。
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夜も、彼に次のような主のことばがあった。月が過ぎ、三年目が、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして打った。するとつことはな主のことばがあった。い。

主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。すべての養いわざわいから、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして守り、彼に次のような主のことばがあった。

あな主のことばがあった。たの養いいの養いちを養うようにして守られる。

主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。くに次のような主のことばがあった。も帰って行って、私と息子のためにそれを調理し、そるに次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。

今からよりとこしえまでも守られる。

　「主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たを養うようにして守る方はまことの神だけで。」（列王記第一 "Be The Lord”  is  your

keeper.”）短いですが、とても力ある言葉です。いつの時いですが、彼に次のような主のことばがあった。とても力によって、また、その深い愛によって、外国のある言った。「水差しにほんの少しの水を葉です。いつの養い時に

代でも、神の言葉を知の養いどの養い国はソロモンの死後南北に分かれ、北はの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしても、彼に次のような主のことばがあった。自然災いを招いたのは、アハブ王とイスラエルの害や病気、戦争などを恐れ、や病気に入られ、彼に次のような主のことばがあった。戦争などを恐れ、な主のことばがあった。どを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれ、彼に次のような主のことばがあった。

そうしたもの養いから守られるよう願っています。ってきました。幸い、い、彼に次のような主のことばがあった。

身に近近な主のことばがあった。ところに次のような主のことばがあった。戦争などを恐れ、はありませんが、彼に次のような主のことばがあった。自然災いを招いたのは、アハブ王とイスラエルの害や病気、戦争などを恐れ、や病気に入られは

科学びました。こや医学びました。こが進み出たいと思います。歩いて神の山ホレブに着いた。した現われ代でも、神の言葉を知でも常に人を恐れさせます。に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれさせます。

つい最近も日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は本では台の火の戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、風が山々が大きな主のことばがあった。被害や病気、戦争などを恐れ、を養うようにしてもたらし、彼に次のような主のことばがあった。今からも

まだ停電や断水が続いているところがあると聞いていまや断は、子ども自身が水が続きました。こうして、やもめと息子はいているところがあると聞かれ、実いていま

す。また、彼に次のような主のことばがあった。詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住まに次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして間それを食べた。関係の養い苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみが数多くは、アハブとイゼく書に定められかれ

ていて、彼に次のような主のことばがあった。中に一握りの粉と、壺傷つけや裏切りなどの苦しみを訴えているものがりな主のことばがあった。どの養い苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみを養うようにして訴えているものがえているもの養いが

あります。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして間それを食べた。関係の養い苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみは、彼に次のような主のことばがあった。現われ代でも、神の言葉を知も変わりな主のことばがあった。く続きました。こうして、やもめと息子はい

ています。世の養い中に一握りの粉と、壺が複雑になればなるほど、危険が増えに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ればな主のことばがあった。るほど、彼に次のような主のことばがあった。危険きわまが増ええ

ます。たとえば ID を養うようにして盗まれ一瞬にして銀行の預金が消えまれ一瞬にして銀行の預金が消えに次のような主のことばがあった。して銀行き、そこに住め。見よ。の養い預金が消えが消ええ

てな主のことばがあった。くな主のことばがあった。るな主のことばがあった。どといったことが起きて、食べなさい。」と言った。こるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りまし

た。現われ代でも、神の言葉を知は、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにして類の歴史の中で、一番危険な時代なのかの養い歴史や文化と結びついの養い中に一握りの粉と、壺で、彼に次のような主のことばがあった。一番危険きわまな主のことばがあった。時に代でも、神の言葉を知な主のことばがあった。の養いか

もしれません。そんな主のことばがあった。時に代でも、神の言葉を知に次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。必要が満たされました。そのときその宣教師はな主のことばがあった。の養いは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

の養い守りであり、彼に次のような主のことばがあった。「私に飲ませてください。」を養うようにして守ってくださる主のことばがあった。」な主のことばがあった。の養いです。

　神の養いから離れて行れた北に分かれ、北は王国はソロモンの死後南北に分かれ、北はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のではありましたが、彼に次のような主のことばがあった。神の養い

はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして外敵、彼に次のような主のことばがあった。とくに次のような主のことばがあった。アラムによって（列王記第一今から日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はの養いシリア）か

ら、彼に次のような主のことばがあった。エリシャの養い預言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。よって守ってくださいました。エ

リシャの養い時に代でも、神の言葉を知の養いイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い王はヨラムによってでした（列王記第一列王記

第二 3:1）。ヨラムによって王は、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。一目に遭置き、肉も運んできましいていました
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が、彼に次のような主のことばがあった。それは、彼に次のような主のことばがあった。エリシャの養い神の養い、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。を養うようにして信じるということでは

な主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。よってイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のが守られたためでし

た。ヨラムによっての養い母として崇めていました。しイゼベルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のは存命じて、あなたを養うようにして中に一握りの粉と、壺で、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養いもとでバア

ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の崇拝が盛んになっていました。アハブんに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。われていました。ヨラムによっては主のことばがあった。の養い「守

り」を養うようにして喜びとします。び彼女の家族も、長い間それを食べた。はしましたが、彼に次のような主のことばがあった。「守ってくださる主のことばがあった。」に次のような主のことばがあった。信頼の関係です

することがな主のことばがあった。かったの養いです。

　「守り」は、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして念を信じているのでなく、「神」というじていればやってくるというも

の養いではありません。私に飲ませてください。」たちを養うようにして守ってくださる主のことばがあった。に次のような主のことばがあった。よらな主のことばがあった。

ければ、彼に次のような主のことばがあった。それは実に果た現われしな主のことばがあった。いの養いです。聖書に定められは「主のことばがあった。が町の門に着くと、ちょを養うようにして守

るの養いでな主のことばがあった。ければ、彼に次のような主のことばがあった。守る者との養い見よ。張りはむなしい」（詩篇りはむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とな主のことばがあった。しい」（列王記第一詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま

127:1）と言った。「水差しにほんの少しの水をい、彼に次のような主のことばがあった。「神の養いはわれらの養い避け所」（詩篇け所を造り、祭司を任命し、祭日を決め」（列王記第一詩篇には「みなしごの父、やもめのさばき人は聖なる住ま 46:1）と

言った。「水差しにほんの少しの水をっています。「避け所」（詩篇け所を造り、祭司を任命し、祭日を決め」は英語らなければなりで "Be refuge”と訳されてまされてま

すが、彼に次のような主のことばがあった。避け所」（詩篇難な状況に置かれる所を造り、祭司を任命し、祭日を決め、彼に次のような主のことばがあった。シェルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のターですかという意味があります。しかし、ほです。私に飲ませてください。」はカリ

フォルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のニアからテに行き、そこに住め。見よ。キサスに次のような主のことばがあった。引き上げられたのだと思います。っ越すとき、荷物はコンテすとき、彼に次のような主のことばがあった。荷物の中でも特別なはコンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。テに行き、そこに住め。見よ。

ナで送ってくださいまり、彼に次のような主のことばがあった。家族も、長い間それを食べた。と一緒に渡りました。エリヤは、エリシャとふに次のような主のことばがあった。ドライブしてきました。アリゾ

ナを養うようにして通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽り、彼に次のような主のことばがあった。ニューですかメキシコからテに行き、そこに住め。見よ。キサスに次のような主のことばがあった。入られったとた

ん、彼に次のような主のことばがあった。レストから救われた神は、イエス・キリスエリアが立つために作られた制度のこ派なのに驚きました。テキサスがな主のことばがあった。の養いに次のような主のことばがあった。驚くきました。テに行き、そこに住め。見よ。キサスが

経済的に最も弱いに次のような主のことばがあった。豊かな主のことばがあった。州であるだけでなく、それは竜巻などにであるだけでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。それは竜巻き込まれて死ぬということではありません。エリな主のことばがあった。どに次のような主のことばがあった。

出て行った。その町の門に着くと、ちょ会に役立つために作られた制度のこったときの養いシェルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のターですかを養うようにして兼ねているからでした。聖ね者」として知られていたているからでした。聖

書に定められは、彼に次のような主のことばがあった。神の養いご覧のとおり、二、三本自身に近が私に飲ませてください。」たちの養い避け所」（詩篇難な状況に置かれる所を造り、祭司を任命し、祭日を決め、彼に次のような主のことばがあった。シェルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のターですかであり、彼に次のような主のことばがあった。

災いを招いたのは、アハブ王とイスラエルのいの養い日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。は主のことばがあった。の養いもとに次のような主のことばがあった。逃げて来ました。ベげこむ人々へのチャレンジでした。「バアル」とよう教えています。神は世界の創造者であり、あらゆるえています。そ

の養い時に、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちは、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。が確かなことかに次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちを養うようにして守ってくださるお

方はまことの神だけでであることが分かれ、北はかるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。るの養いです。

　二、主は私たちを守る方（詩篇の預言守る方（詩篇りを求めたエリシャ見る（列王記第二る方（詩篇（列王記第二 6:8-23）

　きょうの養い箇所を造り、祭司を任命し、祭日を決めの養い 15節に次のような主のことばがあった。「神の養いの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養い召使います。大文字で始が、彼に次のような主のことばがあった。朝と夕には、カラスがどこからかパンをくわえて早く起きて、外に出ると、なんと、馬とく起きて、食べなさい。」と言った。き

て、彼に次のような主のことばがあった。外に次のような主のことばがあった。出て行った。その町の門に着くと、ちょると、彼に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。んと、彼に次のような主のことばがあった。馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、の養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あがその養い町の門に着くと、ちょを養うようにして包
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囲していた」とあります。この養い「馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、の養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あ」はア

ラムによっての養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あです。アラムによっての養い王はイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い領土の上を渡った。を養うようにして削りり

とるため軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あを養うようにして送ってくださいまるの養いですが、彼に次のような主のことばがあった。どこに次のような主のことばがあった。陣を張るかといっを養うようにして張りはむなしい」（詩篇るかといっ

た情報いてくださることは確かなことが、彼に次のような主のことばがあった。いつもイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の側に分かれた。それでふたりはかわいた土の上を渡った。に次のような主のことばがあった。つつぬけに次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。ってい

て、彼に次のような主のことばがあった。アラムによって軍の神、主に、熱心に仕えましの養い出て行った。その町の門に着くと、ちょ動していたのでは空っ振りに終わっていました。アラりに次のような主のことばがあった。終わらせたくはありません。ここで、生ける神わっていました。アラ

ムによっての養い王は、彼に次のような主のことばがあった。最初に出て内通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽者とがいるの養いではな主のことばがあった。いかと疑いましたいました

が、彼に次のような主のことばがあった。やがて、彼に次のような主のことばがあった。それがエリシャの養い預言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。よることが分かれ、北はかっ

てきました。それで、彼に次のような主のことばがあった。エリシャを養うようにして捕まえるために軍隊をまえるために次のような主のことばがあった。軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あを養うようにして

送ってくださいまったの養いです。たったひとりの養い預言った。「水差しにほんの少しの水を者とを養うようにして捕まえるために軍隊をまえるの養いに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。

「馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、と大軍の神、主に、熱心に仕えましと送ってくださいまった」（列王記第一列王記第二 6:14）という

の養いは大げさな主のことばがあった。ことですが、彼に次のような主のことばがあった。アラムによっての養い王はそれほどに次のような主のことばがあった。エリ

シャの養い預言った。「水差しにほんの少しの水をの養い力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれていたの養いです。

　エリシャの養いしもべは、彼に次のような主のことばがあった。自分かれ、北はたちを養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っり囲んでいる軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あ

を養うようにして見よ。て、彼に次のような主のことばがあった。エリシャに次のような主のことばがあった。「ああ、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてさま。どうしたらよ

いの養いでしょう」（列王記第一15節）と言った。「水差しにほんの少しの水をいました。しかし、彼に次のような主のことばがあった。エリ

シャはしもべに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をいました。「恐れてはいけません。行って、あれるな主のことばがあった。。私に飲ませてください。」たちととも

に次のような主のことばがあった。いる者とは、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らとともに次のような主のことばがあった。いる者とよりも多くは、アハブとイゼいの養いだか

ら。」（列王記第一16節）「私に飲ませてください。」たちとともに次のような主のことばがあった。いる者と」というの養いは、彼に次のような主のことばがあった。

主のことばがあった。の養い軍の神、主に、熱心に仕えまし勢の人を満腹させました（の養いことです。エリシャに次のような主のことばがあった。はそれが見よ。えていまし

たが、彼に次のような主のことばがあった。しもべに次のような主のことばがあった。は見よ。えな主のことばがあった。かったの養いです。それでエリシャ

が「どうぞ、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。の養い目に遭を養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同いて、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えるように次のような主のことばがあった。してくださ

い」（列王記第一17節）と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ると、彼に次のような主のことばがあった。しもべもまたアラムによって軍の神、主に、熱心に仕えましに次のような主のことばがあった。勝る主のことばがあった。

の養い軍の神、主に、熱心に仕えまし勢の人を満腹させました（を養うようにして見よ。ることができました。

　この養いように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。信仰から離れて行者とは見よ。える現われ実に果ただけでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。

い現われ実に果たを養うようにして意識を与え、また、信仰者としての良い手本を示しして生きておられます。私にきています。主のことばがあった。イエスは誘惑の山の養い山

で、彼に次のような主のことばがあった。サタンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。を養うようにして斥けた後、「御使いたちが近づいて来て仕けた後で、、彼に次のような主のことばがあった。「御使います。大文字で始いたちが近づいて来て、私に飲ませてください。」て仕えているイ
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え」（列王記第一マタイ 4:11）るの養いを養うようにして見よ。ておられます。ゲツセマネ

の養い園では、ペテロがイエスを捕まえようとした者に剣ででは、彼に次のような主のことばがあった。ペテに行き、そこに住め。見よ。ロがイエスを養うようにして捕まえるために軍隊をまえようとした者とに次のような主のことばがあった。剣で皆で

切りなどの苦しみを訴えているものがりかかった時に「剣で皆を養うようにしてもとに次のような主のことばがあった。納めることもしません。めな主のことばがあった。さい。剣で皆を養うようにして取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っる者とは

みな主のことばがあった。剣で皆で滅びます。それとも、わたしが父にお願いしび彼女の家族も、長い間それを食べた。ます。それとも、彼に次のような主のことばがあった。わたしが父」であり、同時に、御子イエスを信に次のような主のことばがあった。お願っています。いし

て、彼に次のような主のことばがあった。十二軍の神、主に、熱心に仕えまし団よりも多くの御使いを、今わたしの配下によりも多くは、アハブとイゼくの養い御使います。大文字で始いを養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。今からわたしの養い配下で横になって眠っていると、ひとりのに次のような主のことばがあった。

置き、肉も運んできましいていただくことができな主のことばがあった。いとでも思うの養いですか」

（列王記第一マタイ 26:52-53）と言った。「水差しにほんの少しの水をわれました。主のことばがあった。イエスに次のような主のことばがあった。とって天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草

の養い軍の神、主に、熱心に仕えまし団よりも多くの御使いを、今わたしの配下には常に人を恐れさせます。に次のような主のことばがあった。「現われ実に果た」の養いもの養いでした。

　パウロは、彼に次のような主のことばがあった。コリンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。トから救われた神は、イエス・キリス第二 4:8-9でこう言った。「水差しにほんの少しの水をっています。

「私に飲ませてください。」たちは、彼に次のような主のことばがあった。四方はまことの神だけで八方はまことの神だけでから苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましめられますが、彼に次のような主のことばがあった。窮を救いましたするこ

とはありません。途方はまことの神だけでに次のような主のことばがあった。くれていますが、彼に次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。きづまるこ

とはありません。迫害や病気、戦争などを恐れ、されていますが、彼に次のような主のことばがあった。見よ。捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」てられるこ

とはありません。倒されますが、滅びません。」パウロされますが、彼に次のような主のことばがあった。滅びます。それとも、わたしが父にお願いしび彼女の家族も、長い間それを食べた。ません。」パウロ

は、彼に次のような主のことばがあった。ここで、彼に次のような主のことばがあった。伝えるべきメッセージが人々に気に入られ道のりをはいって行った。彼は、えにしに次のような主のことばがあった。伴う苦しみや迫害のことを言っていう苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみや迫害や病気、戦争などを恐れ、の養いことを養うようにして言った。「水差しにほんの少しの水をってい

ます。パウロの養い行き、そこに住め。見よ。くところに次のような主のことばがあった。はどこででも苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみや迫害や病気、戦争などを恐れ、

が待ち望むようになさいまっていました。主のことばがあった。を養うようにして信じていればどんな主のことばがあった。困っ難な状況に置かれるに次のような主のことばがあった。も苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいま

しみに次のような主のことばがあった。も遭わな主のことばがあった。いというわけではな主のことばがあった。いの養いです。パウロは

困っ難な状況に置かれるや苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみを養うようにして現われ実に果たの養いもの養いとして受け入れませんでした。エリヤに食けとめています。し

かし、彼に次のような主のことばがあった。もうひとつの養い現われ実に果た、彼に次のような主のことばがあった。神の養いの養い守り、彼に次のような主のことばがあった。栄えは、光よ。あれ。』と仰、彼に次のような主のことばがあった。力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにしても見よ。つ

めていました。ですから、彼に次のような主のことばがあった。「苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましめられますが、彼に次のような主のことばがあった。窮を救いましたする

ことはありません。途方はまことの神だけでに次のような主のことばがあった。くれていますが、彼に次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。きづまる

ことはありません。迫害や病気、戦争などを恐れ、されていますが、彼に次のような主のことばがあった。見よ。捨て、人間が作り出した神を礼拝し、それを「主人」てられる

ことはありません。倒されますが、滅びません。」パウロされますが、彼に次のような主のことばがあった。滅びます。それとも、わたしが父にお願いしび彼女の家族も、長い間それを食べた。ません」と言った。「水差しにほんの少しの水をう

ことができたの養いです。そして、彼に次のような主のことばがあった。パウロはこう言った。「水差しにほんの少しの水をいます。

「私に飲ませてください。」たちは、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えるもの養いに次のような主のことばがあった。ではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。いもの養いに次のような主のことばがあった。こ
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そ目に遭を養うようにして留めます。見よ。えるもの養いは一時に的に最も弱いであり、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。い

もの養いはいつまでも続きました。こうして、やもめと息子はくからです。」

　「見よ。えな主のことばがあった。いもの養いに次のような主のことばがあった。目に遭を養うようにして留める」というの養いは、彼に次のような主のことばがあった。矛盾のよの養いよ

うに次のような主のことばがあった。思われます。しかし、彼に次のような主のことばがあった。それは信仰から離れて行に次のような主のことばがあった。よって可能の神にとっとな主のことばがあった。

るの養いです。信仰から離れて行とは、彼に次のような主のことばがあった。「望むんでいる事がらを養うようにして保証せざるを得ませんでし、彼に次のような主のことばがあった。目に遭

に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。いもの養いを養うようにして確かなこと信させるもの養い」（列王記第一ヘブルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の 11:1）だか

らです。しかし、彼に次のような主のことばがあった。信仰から離れて行者とであれば、彼に次のような主のことばがあった。誰もが見よ。えな主のことばがあった。いもの養い

を養うようにして見よ。ることができるわけではありません。エリシャの養いし

もべは最初に出て、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして見よ。ることができませんでした。けれ

ども、彼に次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りに次のような主のことばがあった。よって見よ。えるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りました。私に飲ませてください。」たち

も、彼に次のような主のことばがあった。目に遭に次のような主のことばがあった。見よ。えるもの養いに次のような主のことばがあった。心と心を通いあわせることができる者として造がとらわれている間それを食べた。は、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えな主のことばがあった。

いもの養いを養うようにして見よ。ることができません。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りに次のような主のことばがあった。よって信仰から離れて行を養うようにして働いてくださったことを、次の週に

かせる必要が満たされました。そのときその宣教師はがあります。私に飲ませてください。」たちも、彼に次のような主のことばがあった。何の前触れもなく、突然、エリヤが登場します事に次のような主のことばがあった。おいても「目に遭

を養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同いて、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えるように次のような主のことばがあった。してください」と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りましょ

う。そうすれば、彼に次のような主のことばがあった。困っ難な状況に置かれるや苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみという現われ実に果たばかりでな主のことばがあった。

く、彼に次のような主のことばがあった。信じる者とを養うようにしてそこから守り、彼に次のような主のことばがあった。救われた神は、イエス・キリスってくださる「主のことばがあった。の養い守

り」という現われ実に果たが見よ。えるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。り、彼に次のような主のことばがあった。不安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のや恐れてはいけません。行って、あれ、彼に次のような主のことばがあった。思い

煩わいから解です。創世記に放されるの養いです。

　エリシャはしもべの養いために次のような主のことばがあった。は「彼に次のような主のことばがあった。の養い目に遭を養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同いて、彼に次のような主のことばがあった。見よ。え

るように次のような主のことばがあった。してください」と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りましたが、彼に次のような主のことばがあった。アラムによっての養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あ

に次のような主のことばがあった。ついては「どうぞ、彼に次のような主のことばがあった。この養い民が、あなたこそ、主を養うようにして打った。するとって、彼に次のような主のことばがあった。盲目に遭に次のような主のことばがあった。してくだ

さい」と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りました。すると、彼に次のような主のことばがあった。アラムによっての養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あは指します。律法には「すべてのやも揮官かか

ら兵卒に至るまで、みな目が見えなくなりました。そこに次のような主のことばがあった。至るまで、みな目が見えなくなりました。そこるまで、彼に次のような主のことばがあった。みな主のことばがあった。目に遭が見よ。えな主のことばがあった。くな主のことばがあった。りました。そこ

でエリシャは彼に次のような主のことばがあった。らを養うようにしてヨラムによって王の養いところまで連れて行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れていき、彼に次のような主のことばがあった。

「主のことばがあった。よ。この養い者とたちの養い目に遭を養うようにして開けて、次の部屋に行くのと同いて、彼に次のような主のことばがあった。見よ。えるように次のような主のことばがあった。してく

ださい」と祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近ると、彼に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。んと、彼に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らは自分かれ、北はたちがイスラエ
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ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い捕まえるために軍隊を虜になっているのに気付きました。ヨラムは、捕に次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。っているの養いに次のような主のことばがあった。気に入られ付け根にあたるところで、きました。ヨラムによっては、彼に次のような主のことばがあった。捕まえるために軍隊を

虜になっているのに気付きました。ヨラムは、捕を養うようにして滅びます。それとも、わたしが父にお願いしぼそうとしましたが、彼に次のような主のことばがあった。エリシャはそれを養うようにして許さず、さず私のためにそれで小、彼に次のような主のことばがあった。

逆らっています。そのため神の言に次のような主のことばがあった。彼に次のような主のことばがあった。らを養うようにしてもてな主のことばがあった。してアラムによってに次のような主のことばがあった。返しています。エリヤは「主の預言者は私ひとしました。彼に次のような主のことばがあった。らは預言った。「水差しにほんの少しの水を

者とエリシャに次のような主のことばがあった。よって示すためのものだったのです。された主のことばがあった。の養い力によって、また、その深い愛によって、外国のを養うようにして恐れてはいけません。行って、あれて、彼に次のような主のことばがあった。イスラエ

ルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のの養い国はソロモンの死後南北に分かれ、北は境を侵すことがなくなりました（列王記第二を養うようにして侵してすことがな主のことばがあった。くな主のことばがあった。りました（列王記第一列王記第二

6:23）。

　三、主は私たちを守る方（詩篇の預言守る方（詩篇りを求めたエリシャ体験する（列王記第二する方（詩篇（列王記第二 6:24-7:20）

　主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。イスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のに次のような主のことばがあった。も、彼に次のような主のことばがあった。アラムによってに次のような主のことばがあった。もひとりの養い犠牲が捧げられました。も出て行った。その町の門に着くと、ちょ

さな主のことばがあった。いでイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のを養うようにして守ってくださいました。同じよう

な主のことばがあった。ことが、彼に次のような主のことばがあった。続きました。こうして、やもめと息子はく箇所を造り、祭司を任命し、祭日を決め（列王記第一列王記第二 6:24-7:20）に次のような主のことばがあった。も書に定められかれ

ています。サマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をに次のような主のことばがあった。飢饉がやってきましが起きて、食べなさい。」と言った。こった時に、彼に次のような主のことばがあった。それに次のような主のことばがあった。乗って天へ上って行った。じて

アラムによっての養い王ベンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。・ハダ」と呼ばれるようになりまデのティシュがサマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をを養うようにして軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あで包囲しまし

た。その養い時に、彼に次のような主のことばがあった。サマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い物の中でも特別な価が急に犬が上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は昇っていったのでしょう。普通、人は死んでそのし、彼に次のような主のことばがあった。「ろばの養い頭のところに、焼け石で焼いたパン一

つが銀八十シェケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地ので売られ、鳩の糞一カブの四分の一られ、彼に次のような主のことばがあった。鳩の糞一カブの四分の一の養い糞一カブの養い四分かれ、北はの養い一

が銀五シェケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地ので売られ、鳩の糞一カブの四分の一られる」（列王記第一6:25）ように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りました。

ろばの養い頭のところに、焼け石で焼いたパンはふつうは食べて死のうとしているのです。」用いられます。けれども、人にはできに次のような主のことばがあった。は使います。大文字で始いません。な主のことばがあった。の養いに次のような主のことばがあった。それが

80シェケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の（列王記第一800ドルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の）もしたの養いです。「鳩の糞一カブの四分の一の養い糞」という

の養いはそういう名前が最初に出ての養い植物の中でも特別なの養い実に果ただと思われますが、彼に次のような主のことばがあった。一カブ

の養い四分かれ、北はの養い一というの養いは、彼に次のような主のことばがあった。手に作ったものでした。それで、ヤの養いひらに次のような主のことばがあった。乗って天へ上って行った。るほどの養い分かれ、北は量でしでし

かありません。それが 5シェケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の（列王記第一50ドルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の）もするほど

食べて死のうとしているのです。」べ物の中でも特別ながな主のことばがあった。くな主のことばがあった。ったの養いです。この養い時に、彼に次のような主のことばがあった。ヨラムによって王は侍従い、アと

ともに次のような主のことばがあった。エリシャの養いところに次のような主のことばがあった。行き、そこに住め。見よ。きましたが、彼に次のような主のことばがあった。エリシャは王

に次のような主のことばがあった。こう預言った。「水差しにほんの少しの水をしました。「主のことばがあった。の養いことばを養うようにして聞かれ、実きな主のことばがあった。さい。主のことばがあった。は

こう仰から離れて行せられる。『主が地のあすの養い今からご覧のとおり、二、三本ろ、彼に次のような主のことばがあった。サマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い門に着くと、ちょで、彼に次のような主のことばがあった。上に雨を降らせる日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は

等の小麦粉一セアが一シェケルで、大麦二セアが一シェの養い小麦粉と、壺一セアが一シェケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地ので、彼に次のような主のことばがあった。大麦二セアが一シェ

ケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地ので売られ、鳩の糞一カブの四分の一られるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。る。』」（列王記第一7:1）「一セア」は両
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手に作ったものでした。それで、ヤで抱えて持つほどの分量で、一シェケル（えて持って来て、私に飲ませてください。」つほどの養い分かれ、北は量でしで、彼に次のような主のことばがあった。一シェケルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の（列王記第一10ドルの神、主が、こう言われるからです。『主が地の）で

小麦粉と、壺な主のことばがあった。ら一セアが、彼に次のような主のことばがあった。大麦な主のことばがあった。ら二セア買うことができるうことができる

というの養いですから、彼に次のような主のことばがあった。普段より安い値段だったのでしょより安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のい値あ段より安い値段だったのでしょだったの養いでしょ

う。王の養い侍従い、アはエリシャの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして聞かれ、実いて、彼に次のような主のことばがあった。「たとい、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。

が天をおおい、地のために雨を備え、また、山々に草に次のような主のことばがあった。窓を作られるにしても、そんなことがあるだろうを養うようにして作り、私のところに持って来なさい。その後で、られるに次のような主のことばがあった。しても、彼に次のような主のことばがあった。そんな主のことばがあった。ことがあるだろう

か」と言った。「水差しにほんの少しの水をいました。それでエリシャは、彼に次のような主のことばがあった。その養い侍従い、アに次のような主のことばがあった。言った。「水差しにほんの少しの水をい

ました。「確かなことかに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たは自分かれ、北はの養い目に遭でそれを養うようにして見よ。るが、彼に次のような主のことばがあった。

それを養うようにして食べて死のうとしているのです。」べることはできな主のことばがあった。い。」

　その養い日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は、彼に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。がアラムによっての養い陣を張るかといっ営に、戦車の響き、馬のいに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。戦車と火の馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、の養い響き、馬のいき、彼に次のような主のことばがあった。馬とが現われ、このふたりの間を分け隔て、の養いい

な主のことばがあった。な主のことばがあった。き、彼に次のような主のことばがあった。大軍の神、主に、熱心に仕えまし勢の人を満腹させました（の養い騒ぎを聞かせ」（ぎを養うようにして聞かれ、実かせ」（列王記第一7:6）たの養いで、彼に次のような主のことばがあった。アラムによって

軍の神、主に、熱心に仕えましはイスラエルの神、主が、こう言われるからです。『主が地のがヘテに行き、そこに住め。見よ。やエジプトから救われた神は、イエス・キリスの養い軍の神、主に、熱心に仕えまし隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「あを養うようにして雇って自分たって自分かれ、北はた

ちを養うようにして襲い、飢饉がやってきましおうとしていると思い、彼に次のような主のことばがあった。陣を張るかといっ営に、戦車の響き、馬のいと食べて死のうとしているのです。」糧をそのままにを養うようにしてその養いままに次のような主のことばがあった。

して、彼に次のような主のことばがあった。国はソロモンの死後南北に分かれ、北はに次のような主のことばがあった。逃げて来ました。ベげ帰って行って、私と息子のためにそれを調理し、そりました。サマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにして々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分は、彼に次のような主のことばがあった。アラムによって

軍の神、主に、熱心に仕えましの養い包囲から救われた神は、イエス・キリスわれたばかりでな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。敵が残しておいてくださいました。そのひしていった

食べて死のうとしているのです。」糧をそのままにに次のような主のことばがあった。よって飢えからも救われた神は、イエス・キリスわれたの養いです。エリシャが

言った。「水差しにほんの少しの水をったように次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。サマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い門に着くと、ちょで小麦粉と、壺や大麦が安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のく売られ、鳩の糞一カブの四分の一ら

れるように次のような主のことばがあった。な主のことばがあった。りました。神の養いの養いな主のことばがあった。さる事は、彼に次のような主のことばがあった。実に果たに次のような主のことばがあった。不思議な仕方で守で

す。私に飲ませてください。」たちの養い信じる神の養いは全能の神にとっの養い神の養いであり、彼に次のような主のことばがあった。ご覧のとおり、二、三本自分かれ、北はの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉

に次のような主のことばがあった。真実に果たな主のことばがあった。お方はまことの神だけでです。

　ところが、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉を養うようにして信じな主のことばがあった。かった侍従い、アは、彼に次のような主のことばがあった。この養い食べて死のうとしているのです。」べ

物の中でも特別なを養うようにして口のパンも持って来てください。」に次のような主のことばがあった。することができませんでした。彼に次のような主のことばがあった。はサマリヤは彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水をの養い

門に着くと、ちょの養い管理し、そを養うようにしてしていたの養いですが、彼に次のような主のことばがあった。大勢の人を満腹させました（の養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが食べて死のうとしているのです。」べ物の中でも特別なを養うようにして求め、人は神め

てそこに次のような主のことばがあった。殺されましたが、主は、主の預言者を北王到したため、群衆に踏み殺されてしまいまししたため、彼に次のような主のことばがあった。群衆に踏み殺されてしまいましに次のような主のことばがあった。踏み殺されましたが、主は、主の預言者を北王されてしまいまし

た。エリシャの養い預言った。「水差しにほんの少しの水をは、彼に次のような主のことばがあった。悲しいことに、それを信じなしいことに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。それを養うようにして信じな主のことばがあった。

かったこの養い人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてに次のような主のことばがあった。も成にい就したのです。神の言葉は、人が信したの養いです。神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉は、彼に次のような主のことばがあった。人のやもめに命じて、あなたを養うようにしてが信

じようが信じまいが実に果た現われします。しかし、彼に次のような主のことばがあった。信じな主のことばがあった。い者とは
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神の養いの養い言った。「水差しにほんの少しの水を葉がもたらす祝福を養うようにして受け入れませんでした。エリヤに食け取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っることができな主のことばがあった。いの養いで

す。主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちが、彼に次のような主のことばがあった。その養い祝福を養うようにして、彼に次のような主のことばがあった。信じて受け入れませんでした。エリヤに食け取りに行こうとすると、エリヤは彼女を呼んで言っること

ができるよう、彼に次のような主のことばがあった。私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。信仰から離れて行を養うようにして求め、人は神めておられるの養いです。

　ある人のやもめに命じて、あなたを養うようにしての養い聖書に定められの養い扉にこう書かれていました。「これをに次のような主のことばがあった。こう書に定められかれていました。「これを養うようにして

守れ。そうすればこれがあな主のことばがあった。たを養うようにして守る。」「これ（列王記第一聖

書に定められ）を養うようにして守る」とは、彼に次のような主のことばがあった。聖書に定められが命じて、あなたを養うようにしてじることを養うようにして守り行き、そこに住め。見よ。うことで

すが、彼に次のような主のことばがあった。聖書に定められが私に飲ませてください。」たちに次のような主のことばがあった。命じて、あなたを養うようにしてじていることは何の前触れもなく、突然、エリヤが登場しますよりも、彼に次のような主のことばがあった。「主のことばがあった。

を養うようにして信じること」です。主のことばがあった。を養うようにして信じること、彼に次のような主のことばがあった。主のことばがあった。へ出て行った。その町の門に着くと、ちょの養い信頼の関係ですが私に飲ませてください。」

たちに次のような主のことばがあった。主のことばがあった。の養い守りを養うようにして見よ。せてくれます。それを養うようにして確かなこと信させ、彼に次のような主のことばがあった。体

験させてくれるの養いです。

　（祈り）り）

　私に飲ませてください。」たちを養うようにして守ってくださる主のことばがあった。よ。私に飲ませてください。」たちはあな主のことばがあった。たの養い守り

に次のような主のことばがあった。よって日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分を養うようにして平安らかであればそれで良い」というのは「宗教」のの養いうちに次のような主のことばがあった。過ぎ、三年目ご覧のとおり、二、三本すことができます。平

穏な日々は決してあたりまえのことではなく、あなたのな主のことばがあった。日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油は々が南王国に行かないようにするため、北王国に自分は決めしてあたりまえの養いことではな主のことばがあった。く、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養い

愛と信頼の関係ですと力によって、また、その深い愛によって、外国のに次のような主のことばがあった。よって支えているのです。イザヤえられ与えてくださっています。神の言葉は人えられているもの養いです。その養い

ことを養うようにして覚まさせ、「主は生きておられる」と感じさせてえて、彼に次のような主のことばがあった。もっとあな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。感謝し、主を賛美する者とさせてを養うようにしてささげることがで

きる私に飲ませてください。」たちとしてください。また、彼に次のような主のことばがあった。苦しめたのです。その町にひとりのやもめがいましみの養い日まで、そのかめの粉は尽きず、その壺の油はに次のような主のことばがあった。は、彼に次のような主のことばがあった。さ

らに次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たに次のような主のことばがあった。信頼の関係ですし、彼に次のような主のことばがあった。祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近りの養いうちに次のような主のことばがあった。、彼に次のような主のことばがあった。あな主のことばがあった。たの養い守りを養うようにして確かなこと

信することができますように次のような主のことばがあった。。主のことばがあった。イエスの養いお名前が最初に出てで祈りの生活や週ごとの礼拝は私たちが神ご自身に近り

ます。
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福音と日本文化 ② ―あとがきにかえて

　秀吉は毛利方、備中高松城の主将清水宗治の抵抗に手

を焼き、高松城が低湿地にあることに目をつけ、大規模

な堤防を作り、川の水を城に向けて流し込みました。梅

雨の時期でもあり、高松城は城内まで水浸しとなり、湖

の中の孤島のようになりました。

　この水攻めの最中に本能寺の変が起こりました。そこ

で秀吉は毛利との和睦を急ぎ、和睦の条件に宗治の切腹

を求めました。宗治は自分ひとりの死によって毛利家の

領土が保たれ、高松城にいる五千の兵と領民が救われる

のならと、それを受け入れました。城にいた一同はその

ことを聞いて泣きむせびました。それは、宗治の死に

よって自分たちが救われて良かったといった利己的なも

のではありませんでした。宗治の将として、また武士と

しての真実な思いに対する感動の涙でした。

　私は、こうした歴史の物語を読むたびに、キリストが

人々の救いのために命をささげられたことを思います。

もちろん、宗治の死は、神の御子イエス・キリストの尊

い死とはくらべものになりませんが、それでも、それは

キリストの身代わりの死を理解させるのに役立つもので

あると思います。日本の文化にはキリストの福音の輝き

を暗くしているものがありますが、同時に人々の目をキ

リストに向けさせるものもあります。すべての人の主で

ある神は、まことの神を知らなかった文化の中にも、福

音を理解する手がかりを与えてくださっていて、日本文

化の中に育った私たちであっても、ユダヤ・キリスト教

文化の中に育った人と変わらず福音を理解できると思い

ます。

　日本の文化に束縛され、キリストに目を閉ざすのでな

く、日本文化の中にあるキリストの証しに目を留め、福

音の素晴らしさをいっそう輝かせたいと願っています。
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